
７　幡多地域 

 

（１）　地域の産業を取り巻く状況 

 

高知県の西南部に位置する幡多地域では、温暖な気候や黒潮の恵みなどの自然環境を

生かしながら、地域の基幹産業である第一次産業を中心とした産業づくりが展開されて

きましたが、年々人口が減少し、昭和 30 年代半ばには 14 万人余（大正町、十和村を除

く）であったものが、令和２年の国勢調査では 80,248 人となり、前回調査（平成 27 年）

と比較して 7.6％減少しています。 

幡多地域の令和４年度の市町村内総生産（名目）は、262,572 百万円であり、平成 27

年度と比較すると約 4.4％減少しています。なお、令和４年度の県内総生産（名目）に

占める割合は約 10.9％です。 

産業別構成比（令和４年度）は、農林水産業の割合が県全体と比較して高いことが、

特色として挙げられます。 
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金融・保険業 不動産業 専門・科学技術、業務支援サービス業

公務 教育 保健衛生・社会事業

その他のサービス その他

農業

林業

水産業

鉱業

製造業

電気・ガス・水道・廃

棄物処理業

建設業

卸売・小売業

運輸・郵便業

宿泊・飲食サービス業

情報通信業

金融・保険業

不動産業

専門・科学技術、業務

支援サービス業

公務

教育

保健衛生・社会事業

その他のサービス

産業構造の特徴

 
出典：市町村経済統計（高知県）、国民経済計算（内閣府）

※特化係数:幡多地域の経済活動ごとの構成比を高知県と比較し、 
高知県から見た相対的な経済活動構成比の大きさを表す指標。

特化係数※ H27 R4 特化係数※ H27 R4
農業 1.13 1.11 宿泊・飲食 1.23 1.23 
林業 2.03 2.01 情報通信業 0.21 0.63 
水産業 3.65 4.08 金融・保険業 0.99 0.96 
鉱業 0.08 0.16 不動産業 0.96 0.96 
製造業 0.60 0.59 専門 0.76 0.85 
電・ガ・水・廃 1.12 1.23 公務 0.99 1.01 
建設業 1.26 1.24 教育 1.07 1.16 
卸売・小売業 0.86 0.78 保健衛生 1.02 1.07 
運輸・郵便業 1.52 1.41 その他サービス 1.03 0.92 

高知県を比較対象
とした場合

幡多
高知県を比較対象

とした場合
幡多

県内（国内）総生産（名目）の産業別構成比
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農業分野 

冬季温暖な海岸部と四万十川流域を中心とした平野部では、施設・露地野菜、花き、

水稲、果樹の栽培が、急峻な地形の山間部では、露地野菜や果樹、水稲など、地域の特

性を生かした多様な農業が展開されています。 

しかしながら、高齢化や担い手の減少、耕作放棄地の増加、異常気象の影響など、農

業を取り巻く環境は一層厳しさを増しています。 

そのため、IoP クラウド等の活用によるデータ駆動型農業の推進や、集落営農の法人

化・広域化、農福連携など、新たな技術の導入や中山間地域の農業を支える仕組みづく

りなどに取り組んでいます。 

林業分野 

原木生産量が拡大し森林資源の活用が進んでいるものの、持続可能な林業振興には森

林資源の循環利用が重要であることから、森林伐採後の再造林の促進や担い手の育成・

確保などに取り組んでいます。 

水産業分野 

地勢に恵まれ豊かな漁場が形成されたことで、多種多様な漁船漁業や養殖業に加え水

産加工業などの関連産業も栄えてきましたが、漁業者の減少や高齢化のほか、環境変化

に伴う漁獲量の変動や燃料・資材の高騰など、水産業を取り巻く環境は厳しいものにな

っています。 

そのため、担い手の育成・確保やフィレ加工等による高付加価値商品の販売を推進す

るとともに、デジタル技術を活用した漁業のスマート化など操業の効率化にも取り組ん

でいます。 

商工業分野 

郊外への大規模小売店の進出を中心とした新たな商業集積などの影響を受け、商店街

や市街地の小売業を取り巻く環境は厳しさを増しています。また、建設業の総生産額は

増加傾向にあるものの、製造業の産業別構成比は、県全体と比較しても低い状況です。 

このため、地域の産業間の連携を強化し、地域資源を活用した競争力のある商品づく

りを進めるとともに、誘客促進と販路拡大に向け観光分野の取り組みとも連携しながら、

中心商店街や中心市街地、道の駅などの拠点施設の魅力づくりに取り組んでいます。 

観光分野 

幡多地域の持つ「自然」や「食」、「歴史文化」、「人柄」を生かした滞在型・体験型観

光やスポーツツーリズムの取り組みが進んでいます。 

また、足摺海洋館「SATOUMI」や、リニューアルされた道の駅、グランピング施設など

拠点施設の整備も進んでいます。 

これまで磨きあげてきた地域資源と、新たな拠点施設等を組み合わせた周遊プランを

造成するなど、県、幡多６市町村、観光関係団体・事業者など官民が一体となって、国

内外からの誘客促進に向けた取り組みを進めています。 

 

 

 

 

166



（２）　地域アクションプランの概要 

 

当地域では、各市町村の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の取り組みと歩調を合

わせながら、地域の基幹産業である第一次産業をはじめとした地域産業の振興に引き続

き取り組んでいきます。 

また、地域の素材を効果的に活用した加工品づくり、新たなものづくりなどを後押し

することにより、販売拡大や新たな雇用の創出、地域住民の所得向上につなげていきま

す。 

 

農業分野 

ユズ、直七、ぶしゅかんやフィンガーライムなどの柑橘類やイチゴ、栗といった地域

特性を生かした品目の産地づくりから販路拡大、加工品開発の取り組みを強化し、農業

者の所得向上や担い手の確保につなげていきます。 

また、畜産関係では、四万十市西土佐地域で取り組んでいる「四万十牛」の生産・販

売の拡大を通して、地域産業の活性化につなげていきます。 

水産業分野 

メジカやタイ、ブリ、クロマグロなどの地域資源を生かした加工品開発と商談会への

出展等による認知度向上・ブランド化の取り組みを進めることで、販路拡大を図ります。　 

こうした取り組みを通して、漁業者が安定した収入を確保できる仕組みを確立し、地

域産業の活性化と担い手の育成・確保につなげていきます。 

商工業分野 

地域資源を活用した商品開発・加工品づくりを進め、生産管理の高度化、効率化によ

る生産拡大、販売拡大などに取り組みます。 

また、幡多地域は首都圏など大消費地から遠く、経営基盤や社内態勢が脆弱な零細事

業者にとってニーズ把握や営業活動の面でハンディがありますが、アドバイザー制度等

を活用し商品力の強化を図るとともに、商談会への出展、県内外の事業者と連携した販

路拡大の取り組み、さらにはオンライン環境やメディアを通じた情報発信、高知県アン

テナショップの活用など、あらゆるチャネルを利用し外商活動を展開していきます。 

さらに、道の駅や地域の拠点施設等における集客機能についても強化し、定期的なイ

ベント開催などによる賑わいづくりと交流人口の増加を図るとともに、宗田節関連商品

など地元独自の産品の認知度向上・ブランド化の取り組みをより一層強化し、売上アッ

プと周辺地域への経済的な波及効果を拡げていきます。 

観光分野 

柏島や四万十川など、これまで磨きあげてきた自然体験型観光のメニューに加え、道

の駅やグランピング施設など観光拠点施設と連携したツアーの造成や、受入体制の強化

に取り組んでいます。 

令和７年度に黒潮町が「持続可能な観光の国際認証（グリーンデスティネーションズ

トップ 100）」を取得したことを受けて、インバウンド対応のさらなる充実を目指すとと

もに、誘客促進や滞在時間の延長に取り組みます。 

また、SDGs を切り口とした体験プログラムの充実をはじめ、スポーツ合宿と観光を組
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み合わせた周遊プランの造成やプロモーション活動などについても、（一社）幡多広域観

光協議会を中心に、地域が一体となって取り組みます。 
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（３）　具体的な取り組み

分
野

№ 項　　　　　　　　　　目

宿
毛
市

土
佐
清
水
市

四
万
十
市

大
月
町

三
原
村

黒
潮
町

1 宿毛市特産直七の生産・加工・販売の推進 ●  

2 宿毛市イチゴ・フィンガーライムブランド化推進プロジェクト ●  

3 四万十ぶしゅかんの産地形成とブランド化 ●

4 三原村ユズ産地化計画の推進 ●

5 土佐清水メジカ関連産業再生構想の推進 ●  

6 宗田節関連商品の販路拡大の推進 ● 　

7 宗田節の一般向け加工商品の販売促進と体験観光の強化 ●

8 新たな製造方式による宗田節等の生産・販売の強化 ●

9 宿毛湾の水産加工品等の販売拡大 ●

10 道の駅「すくもサニーサイドパーク」を拠点とした地域振興 ●

11 道の駅「めじかの里土佐清水」を拠点とした地域振興 ●

12 売り出せ西土佐プロジェクト ●

13 幡多地域の農水産物を活用したペット関連商品の開発・販売拡大 ●

14 幡多地域産品を活用した冷凍加工食品の開発・製造・販売の推進 ●

15 地元食材を活用した加工品の開発・製造による地産地消・外商の推進 ●

16 道の駅「ふれあいパーク・大月」を拠点とした産業振興と賑わいの創出 ●

17 三原村のどぶろくによる地域活性化 ●

18 黒潮町産天日塩を活用したビジネスの推進 ●

19 黒潮町産天日塩の販売拡大及び地域ブランド化の推進 ●

20 黒潮町の地域資源を中心とした防災関連商品づくりの推進 ●

21 幡多広域における滞在型・体験型観光の推進 ● ● ● ● ● ●

22 幡多広域におけるスポーツツーリズムを核とした交流人口の拡大と地域の活性化 ● ● ● ● ● ●

23 宿毛市の地域資源を活用した観光振興 ●

24 土佐清水まるごと戦略観光の展開 ●

25 四万十市の地域資源を活用した通年・滞在型観光の推進 ●

26 大月町の地域資源を活用した観光振興 ●

27 三原村の魅力をいかした滞在型・体験型観光の推進 ●

28 黒潮町の地域資源を活用した観光の推進 ●

他 29 集落活動センターやまびこによる三原村の産業振興 ●

 

農

水

商
工

観
光
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　【幡多地域】

四万十市
黒潮町

三原村

宿毛市

大月町
土佐清水市

5、6、7、8、11、

21、22、24

 9、16、21、22、26

4、17、21、22、

27、29

18、19、20、21、

22、28

3、12、13、14、15

21、22、25

 1、2、10、21、

22、23
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毛

市
 

・新
規

作
付

候
補

地
の

調
査

 
□

県
(幡

多
農

業
振

興
セ

ンタ
ー

、地
域

本
部

等
) 

・生
産

者
へ

の
栽

培
技

術
指

導
 

・各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供

 

 
販

路
拡

大
 

        

・果
汁

を
使

用
し

た
缶

チ
ュー

ハ
イ、

ポ
ン

酢
等

を
大

手
メー

カー
（

飲
料

・調
味

料
）

が
期

間
限

定
で

販
売

(H
27

～
) 

・県
内

外
に

店
舗

をも
つ

飲
食

店
事

業
者

が
直

七
の

卸
売

事
業

を開
始

 
(R

2～
) 

・直
七

商
品

販
売

事
業

者
に

販
売

促
進

事
業

を委
託

(R
2～

R6
) 

→
 特

産
農

畜
産

物
販

売
拡

大
総

合
支

援
事

業
費

補
助

金
の

活
用

安
定

した
取

引
先

の
確

保
 

■
直

七
生

産
(株

) 
・既

存
の

一
次

卸
売

事
業

者
との

継
続

的
な

取
引

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・商

談
会

等
の

情
報

提
供

 
新

商
品

の
開

発
及

び
既

存
商

品
の

改
良

 
■

直
七

生
産

(株
) 

・市
場

調
査

に
よ

る
ニー

ズ
把

握
 

・商
品

化
の

働
き

か
け

 
■

宿
毛

市
 

・直
七

の
加

工
に

向
け

た
市

内
事

業
者

へ
の

働
きか

け
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供

栽
培

管
理

の
 

強
化

【用
語

】　
・直

七
：

古
くか

ら幡
多

地
域

で
栽

培
され

て
い

る
酢

み
か

ん
。「

魚
料

理
に

は
欠

か
せ

な
い

」日
常

の
食

材
で

、広
島

県
因

島
地

方
原

産
の

「田
熊

ス
ダ 

チ
」と

い
う品

種
で

、か
つ

て
直

七
とい

う魚
商

人
が

「魚
に

か
け

ると
お

い
しい

」と
触

れ
回

った
こと

か
らこ

の
名

が
つ

い
た

と言
わ

れ
て

い
る

。

作
付

面
積

の
拡

大

施
設

 
高

度
化

の
 

検
討

取
引

先
との

商
談

新
商

品
の

開
発

既
存

商
品

の
改

良

販
売

販
　売
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
２

宿
毛
市
イ
チ
ゴ
・フ
ィン
ガ
ー
ラ
イ
ム
ブ
ラ
ン
ド化
推
進
プ
ロ
ジ
ェク
ト

（
宿
毛
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
宿
毛
市
、◎
(一
社
)ス
タ
ー
ト
ア
グ
リカ
ル
チ
ャー
す
くも
、J
A
高
知
県
（
幡
多
地
区
）
、

他
関
連
事
業
者

(1
)イ
チ
ゴ
売
上
高
※

(J
A
出
荷
額
)

7,
51
4
万
円

(R
2～
4
平
均
)

8,
89
4
万
円

(R
4～
6
平
均
)

9,
00
0
万
円

(R
7～
9
平
均
)

AP
へ
の
位
置
づ
け

R2
.4
月

(2
)フ
ィン
ガ
ー
ライ
ム
売
上
高

※
15
0
万
円

(R
4)

42
0
万
円

70
0
万
円

事
業
概
要

宿
毛
市
農
業
公
社
「(
一
社
)ス
ター
トア
グ
リカ
ル
チ
ャー
す
くも
」を
中
心
とし
て
、主
要
農
産
物

で
あ
る
「イ
チ
ゴ
」の
生
産
拡
大
と、
新
規
特
産
柑
橘
で
あ
る
「フ
ィン
ガ
ー
ライ
ム
」に
つ
い
て
栽
培
技
術

を
確
立
し安
定
生
産
を
図
る
。ま
た
、規
格
外
品
の
加
工
に
よ
る
付
加
価
値
向
上
や
成
分
分
析
等

の
活
用
に
よ
る有
利
販
売
を
目
指
す
こと
で
、生
産
者
の
所
得
向
上
と地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

※
会
計
年
度
：
1
月
～
12
月

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

イ
チ
ゴ
の
生
産
・販
路
拡

大
・(
一
社
)ス
ター
トア
グ
リカ
ル
チ
ャー
す
くも
設
立
(H
31
.4
月
)

・研
修
用
ハ
ウス
完
成
(R
元
.1
1
月
)

・佐
田
農
園
の
「冷
凍
イチ
ゴ
」を
宿
毛
市
ふ
る
さと
納
税
返
礼
品
に
登
録
(R
元
)

・イ
チ
ゴ
を使
った
商
品
開
発
(R
3～
)

[成
果
]

・研
修
生
の
就
農

イチ
ゴ
4
名

フィ
ンガ
ー
ライ
ム
1
名

(R
2～
R5
累
計
)

→
イチ
ゴ
＋
1
名
(R
6)

・イ
チ
ゴ
売
上
高

R
元
：
5,
72
0
万
円

→
R4
：
8,
46
6
万
円

→
R5
：
8,
83
4
万
円

→
R6
：
9,
38
2
万
円

・フ
ィン
ガ
ー
ライ
ム
売
上
高

R2
：
0
万
円

→
R4
：
15
0
万
円

→
R5
：
33
5
万
円

→
R6
：
42
0
万
円

[課
題
]

・研
修
生
の
確
保

・新
規
就
農
者
用
の
ハ
ウ
ス

不
足

・ハ
ウス
資
材
の
価
格
高
騰

・フ
ィン
ガ
ー
ライ
ム
栽
培
管
理

技
術
の
確
立

・加
工
品
等
の
開
発

イ
チ
ゴ
の
生
産
拡
大

■
(一
社
)ス
ター
トア
グ
リカ
ル
チ
ャー
す
くも
、宿
毛
市
、J
A
高
知
県

・研
修
生
の
確
保
及
び
研
修
、新
規
就
農
者
の
た
め
の
用
地
(ハ
ウス
)の
確
保
支
援
、

サ
ポ
ー
トハ
ウス
の
整
備
・運
営
、農
福
連
携
の
実
証
・普
及
推
進

□
県
(幡
多
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
等
)

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
、各
協
議
へ
の
参
加

販
売
促
進
及
び
加
工
品
開
発

■
(一
社
)ス
ター
トア
グ
リカ
ル
チ
ャー
す
くも
、宿
毛
市
、J
A
高
知
県

・「
だ
る
ま
苺
」の
知
名
度
向
上

・規
格
外
品
の
加
工
品
を
開
発

・地
域
イベ
ント
(イ
チ
ゴ
フェ
ア
等
)の
開
催

□
県
(地
域
本
部
等
)

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

フ
ィ
ン
ガ
ー
ラ
イ
ム
の
生

産
・販
路
拡
大

・栽
培
開
始
(R
2)

・出
荷
開
始
(R
3)

・味
覚
・香
り等
の
成
分
分
析
(高
知
大
学
との
連
携
)(
R5
)

・フ
ィン
ガ
ー
ライ
ム
を使
った
加
工
品
開
発
(R
6)

フィ
ン
ガ
ー
ラ
イ
ム
の
生
産
拡
大

■
(一
社
)ス
ター
トア
グ
リカ
ル
チ
ャー
す
くも
、宿
毛
市

・新
規
参
入
に
関
す
る
支
援

□
県
(幡
多
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
等
)

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

・栽
培
管
理
・事
業
計
画
策
定
に
伴
う支
援

販
路
開
拓
及
び
加
工
品
開
発

■
(一
社
)ス
ター
トア
グ
リカ
ル
チ
ャー
す
くも
、宿
毛
市
、J
A
高
知
県
、高
知
大
学
等

・成
分
分
析
デ
ー
タを
活
用
した
販
路
開
拓
(テ
ス
トマ
ー
ケ
テ
ィン
グ
、展
示
会
出
展
)

・加
工
品
の
開
発

□
県
(地
域
本
部
等
)

・展
示
会
等
の
情
報
提
供

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

サ
ポ
ー
トハ
ウ
ス

の
整
備

【用
語
】

・フ
ィン
ガ
ー
ライ
ム
：
オ
ー
ス
トラ
リア
原
産
の
香
酸
柑
橘
。指
の
よう
な
形
を
した
果
実
の
中
に
細
か
な
粒
状
の
果
肉
が
詰
ま
って
い
る
。別
名
「フ
ル
ー
ツキ
ャビ
ア
」。

・サ
ポ
ー
トハ
ウス
：
研
修
を終
え
た
新
規
就
農
者
が
ハ
ウス
を確
保
す
る
まで
の
間
に
、期
限
付
き
で
安
価
に
利
用
で
きる
園
芸
用
ハ
ウス
。

・農
福
連
携
：
農
業
分
野
で
の
労
働
力
確
保
と障
害
者
等
の
就
業
支
援
をマ
ッチ
ング
す
る
取
り組
み
。

サ
ポ
ー
トハ
ウ
ス
の
運
営

イ
チ
ゴ
フェ
ア
開
催

加
工
品
の
開
発

ふ
る
さ
と納
税
等
を

通
じた
販
売

加
工
品
の

開
発

ふ
る
さ
と納
税
等
を

通
じた
販
売

展
示
会
出
展

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ

栽
培
技
術
の
確
立
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
３

四
万
十
ぶ
しゅ
か
ん
の
産
地
形
成
とブ
ラ
ン
ド化

（
四
万
十
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
四
万
十
ぶ
し
ゅか
ん
生
産
者
組
合
、◎
四
万
十
ぶ
し
ゅか
ん
(株
)、
四
万
十
市

(1
)生
産
量
※

44
,1
97
kg

（
R5
）

22
,4
27
kg

55
,2
55
kg

60
,0
00
kg

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
8.
4
月

(2
)生
産
額
※

5,
40
0
千
円

(R
5)

2,
71
8
千
円

7,
80
0
千
円

15
,9
00
千
円

事
業
概
要

地
域
特
産
の
ぶ
しゅ
か
ん
を
産
地
化
し生
産
量
の
拡
大
を
図
る
とと
も
に
、全
国
展
開
で
き
る
ブ
ラ

ン
ド力
を育
成
す
る
こと
で
、農
家
所
得
の
向
上
を目
指
す
。

※
収
穫
期
：
8
月
～
10
月

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

生
産
体
制
強
化

・四
万
十
ぶ
しゅ
か
ん
生
産
者
組
合
の
設
立
（
H2
8）

・青
果
買
取
り基
準
の
作
成
（
H2
8）

・栽
培
マ
ニュ
ア
ル
の
策
定
（
H2
9）

・搾
汁
施
設
整
備
（
H2
8）
→
四
万
十
市
産
業
振
興
補
助
金
の
活
用

・熱
処
理
殺
菌
庫
の
導
入
（
R3
）
→
事
業
再
構
築
補
助
金
の
活
用

・市
苗
木
補
助
、有
害
鳥
獣
対
策
用
防
護
柵
設
置
補
助
の
実
施

・搾
汁
機
械
等
の
導
入
（
R7
）

→
四
万
十
市
産
業
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

[成
果
]

・組
合
員
数

R4
：
47
名

→
R5
：
58
名

→
R6
：
63
名

→
R7
：
69
名

[課
題
]

・県
内
外
で
の
ぶ
しゅ
か
ん
の

さら
な
る
認
知
度
向
上

・青
玉
出
荷
の
拡
大

栽
培
面
積
の
拡
大
と技
術
向
上

■
四
万
十
ぶ
しゅ
か
ん
生
産
者
組
合
、四
万
十
市

・苗
木
の
育
成
、新
植
及
び
改
植
の
推
進

・定
着
率
向
上
や
青
玉
の
生
産
等
の
た
め
の
栽
培
指
導
、栽
培
基
準
の
更
新

・好
適
圃
場
の
調
査

□
県
（
幡
多
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
等
）

・栽
培
に
関
す
る
助
言

青
玉
の
出
荷
を
強
化

■
四
万
十
ぶ
しゅ
か
ん
生
産
者
組
合
、四
万
十
ぶ
しゅ
か
ん
(株
)、
四
万
十
市

・青
果
買
取
り基
準
の
更
新

・青
玉
の
輸
送
方
法
（
鮮
度
維
持
・運
賃
）
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
、幡
多
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
等
）

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

増
産
に
伴
う課
題
の
検
討

■
四
万
十
ぶ
しゅ
か
ん
生
産
者
組
合
、四
万
十
ぶ
しゅ
か
ん
(株
)、
四
万
十
市

・集
荷
量
が
超
過
した
場
合
の
対
応
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
補
助
金
ほ
か
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

販
路
拡
大

・商
談
会
、イ
ベ
ント
等
へ
の
出
展

・市
内
小
中
学
校
で
の
出
前
授
業

販
路
拡
大

■
四
万
十
ぶ
しゅ
か
ん
生
産
者
組
合
、四
万
十
ぶ
しゅ
か
ん
(株
)、
四
万
十
市

・営
業
強
化
に
よ
る
青
玉
の
出
荷
拡
大

・商
談
会
等
へ
の
出
展

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・県
アン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
の
活
用
支
援

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・商
談
会
ほ
か
各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

新
植
及
び
改
植
の
推
進
、栽
培
指
導

出
荷
基
準
の
更
新

青
玉
長

期
保
存

の
研
究

集
荷
量
超
過
へ
の

対
応
検
討
（
搾
汁
・保
存
）

商
談
会
等
へ
の
出
展

効
果
的
な
青
玉
の
鮮
度
維
持
・

輸
送
方
法
の
検
討

県
内
外
へ
の
外
商

青
玉

出
荷
の

拡
大
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
4

三
原
村
ユ
ズ
産
地
化
計
画
の
推
進

（
三
原
村
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(公
財
)三
原
村
農
業
公
社
、J
A
高
知
県
（
幡
多
地
区
）
、三
原
村

ユ
ズ
売
上
高
(公
社
)

5,
75
5
万
円

(R
4)

6,
62
0
万
円

11
,2
55
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H
21
.4
月

事
業
概
要

三
原
村
の
環
境
を
生
か
し
た
農
業
振
興
策
とし
て
、ユ
ズ
の
産
地
化
と販
路
拡
大
に
よ
る

所
得
の
向
上
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

ユ
ズ
産
地
の
確
立

・乗
用
ト
ラク
ター
等
機
械
整
備
（
H
21
）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・共
同
選
果
場
兼
農
業
用
機
械
倉
庫
等
整
備
（
H
22
)

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・予
冷
庫
・カ
ラー
リン
グ
施
設
整
備
（
H
23
）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・ユ
ズ
選
果
搾
汁
施
設
整
備
（
H
27
)→

H
26
産
振
補
助
金
の
活
用

・県
版
H
AC
CP
旧
第
2
ス
テ
ー
ジ
の
認
証
取
得
（
H
29
）

・増
産
の
た
め
の
農
地
造
成
及
び
農
道
舗
装
工
事
（
H
30
)

→
中
山
間
地
域
所
得
向
上
支
援
事
業
の
活
用

・ユ
ズ
ド
リン
ク、
ユ
ズ
胡
椒
、ピ
ー
ル
菓
子
等
の
商
品
開
発
・販
売

・商
品
開
発
・販
売
促
進
・加
工
施
設
等
に
つ
い
て
ノウ
ハ
ウ
取
得
(H
24
)

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

[成
果
]

・ユ
ズ
売
上
高
H1
9：
1,
24
6
万
円

→
R4
：
5,
75
5
万
円

(青
果
1,
07
6
万
円

搾
汁
・加
工
品
4,
67
9
万
円
)

→
R5
：
8,
50
6
万
円

(青
果
1,
86
3
万
円

搾
汁
・加
工
品
6,
64
3
万
円
)

→
R6
：
6,
62
0
万
円

(青
果
1,
75
2
万
円

搾
汁
・加
工
品
4,
86
8
万
円
)

・栽
培
面
積
H1
9：
7.
6h
a

→
R4
：
51
.4
ha

(う
ち
公
社
34
.4
ha
)

→
R5
：
51
.4
ha

(う
ち
公
社
34
.4
ha
)

→
R6
：
51
.4
ha

(う
ち
公
社
36
.2
ha
)

・生
産
量

H1
9：
65
t

→
R4
：
24
6t
(う
ち
公
社

11
2t
(青
果
24
t)
)

→
R5
：
34
2t
(う
ち
公
社

26
1t
(青
果
72
t)
)

→
R6
：
29
9t
(う
ち
公
社

20
1t
(青
果
40
t)
)

・新
規
就
農

公
社
で
研
修
し、
新
規
就
農

した
人
数
：
3
人 (H
29
～
R6
)

[課
題
]

・産
地
の
確
立
に
向
け
た
新
規
就

農
者
の
確
保
・育
成

・収
量
の
増
加

・収
穫
時
期
及
び
栽
培
管
理
に
お

け
る
労
働
力
不
足

・販
路
拡
大
に
向
け
た
県
内
外
へ

の
外
商
強
化

栽
培
技
術
の
向
上
と生
産
量
の
拡
大

■
(公
財
)三
原
村
農
業
公
社

・整
枝
・剪
定
技
術
の
向
上
と適
期
防
除
等
に
よ
る
生
産
量
の
拡
大

□
県
（
幡
多
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
）

・栽
培
技
術
に
関
す
る
助
言
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

担
い
手
の
確
保

■
三
原
村

・新
・農
業
人
フェ
アや

W
eb
(H
P
等
)で
の
PR
活
動
等
に
よる
研
修
生
の
確
保

■
(公
財
)三
原
村
農
業
公
社

・研
修
生
へ
の
研
修
を通
して
地
域
の
担
い
手
とし
て
の
人
材
育
成

□
県
（
幡
多
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
）

・現
地
講
習
会
な
ど新
規
就
農
者
へ
の
栽
培
技
術
や
農
業
経
営
の
指
導

販
路
拡
大

■
(公
財
)三
原
村
農
業
公
社

・商
談
会
・催
事
等
へ
の
参
加
や
バ
イヤ
ー
等
へ
の
営
業
活
動
等
、県
内
外
へ
の
外
商

強
化

・加
工
品
開
発
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
イベ
ント
や
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

栽
培
技
術
の
向
上
と生
産
量
の
拡
大

担
い
手
の
確
保

商
談
会
・催
事
等
へ
の
参
加
や
営
業
活
動
等
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

水
産
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
５
土
佐
清
水
メ
ジ
カ
関
連
産
業
再
生
構
想
の
推
進

（
土
佐
清
水
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
土
佐
清
水
食
品
(株
)、
宗
田
節
を
も
っと
知
って
も
らい
た
い
委
員
会
、土
佐
清
水
市

売
上
高

21
.1
億
円

（
R4
）

22
.1
億
円

25
.8
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

キ
ュー
ブ状
商
品
売
上
高

96
5
万
円

（
R4
）

92
4
万
円

2.
4
億
円

事
業
概
要

土
佐
清
水
市
の
主
要
な
産
業
の
一
つ
で
あ
る
メジ
カ関
連
産
業
を
核
とし
て
、原
材
料
の
確
保
か

ら加
工
食
品
の
製
造
、販
売
の
促
進
を
一
体
的
に
取
り組
む
連
携
体
制
を
構
築
す
る
こと
で
地
産

地
消
・外
商
を強
化
し、
雇
用
の
創
出
と地
域
経
済
の
活
性
化
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

保
管
・加
工
施
設
の
円

滑
な
運
営

・冷
凍
保
管
施
設
の
稼
働
開
始
（
H3
1）

→
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
施
設
整
備
事
業
の
活
用

・残
渣
加
工
施
設
の
稼
働
開
始
（
R3
）

→
リマ
区
域
周
辺
漁
業
用
施
設
設
置
事
業
の
活
用

・共
同
加
工
施
設
の
本
格
稼
働
開
始
（
R4
）

→
リマ
区
域
周
辺
漁
業
用
施
設
設
置
事
業
の
活
用

[成
果
]

・売
上
高
(土
佐
清
水
食
品
)

R2
:1
8.
9
億
円

→
R4
:2
1.
1
億
円

→
R5
:2
1.
0
億
円

→
R6
:2
2.
1
億
円

・宗
田
節
ま
つ
りの
来
場
者

R
元
：
2,
50
0
人

→
R4
：
3,
00
0
人

（
あ
しう
わ
ま
ん
ぷ
くフ
ェス
タ、

ジ
ョン
万
祭
と同
時
開
催
）

→
R5
:9
,2
00
人

→
R6
:9
,8
98
人

→
R7
:1
,2
78
人

（
産
業
祭
と同
時
開
催
）

[課
題
]

・原
魚
の
確
保

・共
同
加
工
施
設
等
の
利
用

促
進

・キ
ュー
ブ
状
商
品
の
販
路
拡

大 ・宗
田
節
の
認
知
度
向
上

保
管
・加
工
施
設
の
円
滑
な
運
営

■
土
佐
清
水
食
品
(株
)

・効
率
的
な
人
員
配
置

・生
産
管
理
等
に
よ
る
施
設
の
円
滑
な
運
営

■
土
佐
清
水
市

・施
設
の
円
滑
な
運
営

・事
業
者
の
施
設
利
用
の
促
進

□
県 ・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
等
の
活
用
提
案

キ
ュー
ブ
状
商
品
製
造
・

販
売
体
制
の
確
立

・殺
菌
・真
空
包
装
機
器
の
整
備
（
H2
2）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・ス
ー
プブ
ロス
商
品
化
（
H3
0)

・ス
ー
プブ
ロス
製
造
ライ
ンの
整
備
（
R3
）

→
R2
(R
3
繰
越
)産
振
補
助
金
の
活
用

・エ
アシ
ャワ
ー
等
の
導
入
に
よる
衛
生
管
理
の
強
化
（
R3
）

→
R2
(R
3
繰
越
)新
型
コロ
ナ
ウイ
ル
ス
感
染
症
対
策
産
業
振
興
推
進

特
別
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・J
FS
-B
規
格
の
認
証
取
得
（
R5
）

・新
商
品
「カ
ンタ
ンだ
し」
の
販
売
開
始
（
R7
）

・商
談
会
・イ
ベ
ント
等
へ
の
出
展

キ
ュー
ブ
状
商
品
を
核
とし
た
製
造
・販
売
体
制
の
強
化

■
土
佐
清
水
食
品
(株
)

・ア
ンテ
ナ
シ
ョッ
プの
活
用

・商
談
会
・展
示
会
へ
の
参
加

・新
商
品
の
開
発
・販
売

・O
EM
に
よ
る
新
商
品
の
開
発
・販
売

・機
器
導
入
の
検
討
（
オ
ー
ブン
・袋
詰
め
作
業
の
自
動
化
）

・J
FS
-B
規
格
に
基
づ
く衛
生
管
理
の
強
化

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
談
会
等
の
情
報
提
供

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

メ
ジ
カ
・宗
田
節
の
認
知

度
向
上

・宗
田
節
ロー
ド（
ス
タン
プラ
リー
）
実
施
（
H2
9～
R2
）

・宗
田
節
ま
つ
りの
開
催
（
H3
0、
R
元
、R
3～
R7
）

・市
内
小
中
学
校
で
の
食
育
活
動
の
実
施
（
R4
～
）

メ
ジ
カ
・宗
田
節
の
全
国
的
な
PR

■
土
佐
清
水
食
品
(株
)

・S
NS
等
を活
用
した
情
報
発
信
の
強
化

・商
談
会
・展
示
会
へ
の
参
加

■
宗
田
節
をも
っと
知
って
も
らい
た
い
委
員
会
、土
佐
清
水
市

・知
って
も
らい
た
い
委
員
会
の
運
営

・市
内
小
中
学
校
で
の
食
育
活
動
の
実
施

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
談
会
等
の
情
報
提
供

保
管
・加
工
施
設
の
円
滑
な
運
営

新
商
品
の

開
発

全
国
的
な
販
路
拡
大
に
よ
る
販
売
拡
大

情
報
発
信
の
強
化販

売

機
器
導
入
の
検
討

市
内
で
の
普
及
活
動
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幡

多
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

水
産

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
６

  
宗

田
節

関
連

商
品

の
販

路
拡

大
の

推
進

 
（

土
佐

清
水

市
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

(株
)ウ

ェル
カ

ム
ジ

ョン
万

カ
ン

パ
ニ

ー
売

上
高

※
8,

65
9

万
円

 
（

R4
）

9,
21

6
万

円
1

億
 

33
2

万
円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
6.

４
月

※
会

計
年

度
：

７
月

～
６

月
　　

 

事
業

概
要

　宗
田

節
関

連
商

品
の

生
産

体
制

・衛
生

管
理

体
制

を
充

実
し、

新
た

な
商

品
開

発
と販

路
拡

大
を

図
る

こと
に

より
、宗

田
節

生
産

者
の

所
得

向
上

と雇
用

の
創

出
を

目
指

す
。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

生
産

体
制

の
強

化
と

商
品

開
発

 
             

・｢
加

工
施

設
｣の

整
備

（
H2

6)
 

　→
　産

振
補

助
金

の
活

用
 

・県
版

HA
CC

P
旧

第
3

ス
テ

ー
ジ

の
認

証
取

得
（

H2
9）

 
・衛

生
管

理
体

制
の

維
持

・向
上

の
た

め
の

社
内

勉
強

会
開

催
 

・｢
宗

田
節

お
か

き
カレ

ー
味

｣の
販

売
開

始
（

R2
）

 
・宗

田
節

粉
末

機
及

び
衛

生
環

境
の

整
備

（
R3

）
 

　→
　R

2(
R3

繰
越

)新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

対
策

産
業

振
興

推
進

 
特

別
支

援
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 
・加

工
施

設
リニ

ュー
ア

ル
に

関
す

る
経

営
計

画
策

定
に

向
け

た
課

題
抽

出
（

R6
）

 
　→

　産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
 

・宗
田

節
加

工
品

工
場

の
作

業
効

率
改

善
と増

築
に

よ
る

増
産

体
制

の
構

築
（

R6
）

 
　→

　産
振

補
助

金
の

活
用

 
 

[成
果

] 
・生

産
拡

大
に

伴
う雇

用
創

出
 

　→
正

職
員

１
名

（
R4

）
 

    [課
題

] 
・商

品
の

改
良

 
・販

路
拡

大
 

生
産

体
制

の
強

化
 

■
(株

)ウ
ェル

カム
ジ

ョン
万

カン
パ

ニ
ー

 
・施

設
整

備
及

び
機

械
設

備
の

導
入

 
・衛

生
管

理
体

制
の

向
上

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

・産
振

補
助

金
活

用
に

関
す

る
助

言
 

・活
用

可
能

な
補

助
メニ

ュー
の

提
案

 
 商

品
開

発
・改

良
 

■
(株

)ウ
ェル

カム
ジ

ョン
万

カン
パ

ニ
ー

 
　　

・新
商

品
の

開
発

（
削

り節
・業

務
用

の
粉

末
）

 
　　

・既
存

商
品

の
磨

き
上

げ
・改

良
 

　　
・紛

末
や

削
り節

を使
った

O
EM

に
よ

る
新

商
品

開
発

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

　　
・産

振
アド

バ
イザ

ー
制

度
の

活
用

提
案

 
　　

・商
品

開
発

に
活

用
で

きる
支

援
策

の
提

案

 
 

 

 
販

路
拡

大
 

      

・各
種

商
談

会
へ

の
出

展
 

・J
AL

中
国

向
け

の
W

eC
ha

t出
品

 
販

路
拡

大
 

■
(株

)ウ
ェル

カム
ジ

ョン
万

カン
パ

ニ
ー

 
　　

・商
談

会
、展

示
会

へ
の

出
展

 
　　

・キ
ッチ

ン雑
貨

店
、食

の
セ

レ
クト

シ
ョッ

プ
、高

質
ス

ー
パ

ー
等

へ
の

営
業

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

　　
・商

談
会

、展
示

会
情

報
の

提
供

新
商

品
の

開
発

販
　売

県
外

で
の

販
路

拡
大

稼
働

開
始

既
存

商
品

の
磨

き
上

げ
・改

良

施
設

整
備

衛
生

管
理

の
向

上
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幡

多
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

水
産

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
７

  
宗

田
節

の
一

般
向

け
加

工
商

品
の

販
売

促
進

と体
験

観
光

の
強

化
 

（
土

佐
清

水
市

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
(株

)た
け

ま
さ商

店
(1

)売
上

高
※

7,
45

4
万

円
 

（
R5

）
8,

38
3

万
円

7,
65

2
万

円
1

億
 

50
0

万
円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

R2
.４

月
(2

)体
験

者
数

※
30

2
名

 
（

R5
）

17
4

名
25

0
名

95
0

名

 

事
業

概
要

付
加

価
値

の
高

い
一

般
消

費
者

向
け

加
工

商
品

の
開

発
・販

売
拡

大
と節

づ
くり

体
験

観
光

の
利

用
者

数
の

増
加

を
図

る
こと

に
よ

り、
地

域
の

基
幹

産
業

で
あ

る
宗

田
節

の
販

売
拡

大
及

び
知

名
度

の
向

上
を目

指
す

。

※
会

計
年

度
：

８
月

～
７

月

 

主
な

取
り組

み
これ

ま
で

の
主

な
動

き
第

５
期

計
画

に
お

け
る

行
程

表
 

取
り組

み
の

内
容

主
な

成
果

・課
題

事
業

概
要

R6
R7

R8
R9

 
生

産
体

制
の

強
化

、販
売

拡
大

 
       

・｢
宗

田
節

加
工

販
売

・体
験

観
光

施
設

｣の
整

備
（

R2
) 

　→
　産

振
補

助
金

の
活

用
 

・土
佐

M
BA

｢商
人

塾
・短

期
集

中
コー

ス
｣受

講
（

R2
) 

・商
談

会
・イ

ベ
ント

等
へ

の
参

加
 

・販
売

拡
大

に
向

け
た

セ
ミナ

ー
の

受
講

（
R2

）
 

（
オ

ンラ
イン

商
談

、ス
マ

ホ
動

画
作

成
）

 
・新

商
品

の
開

発
及

び
店

内
レイ

アウ
トの

改
良

（
R2

）
 

　→
　産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

 
・｢

鰹
だ

し薫
る

ポ
ター

ジ
ュス

ー
プ

Da
sh

i P
ot

a｣
の

販
売

開
始

（
R4

）
 

・｢
鰹

だ
し

薫
る

ポ
タ

ー
ジ

ュ
ス

ー
プ

Da
sh

i P
ot

a
ト

マ
ト

味
｣の

販
売

開
始

（
R5

）

[成
果

] 
・売

上
高

 
R2

:5
,8

89
万

円
 

　　
　→

R5
:7

,4
54

万
円

 
　　

　→
R6

:8
,3

83
万

円
 

　　
　→

R7
:7

,6
52

万
円

 
・体

験
者

数
 

R2
:9

6
名

 
　　

　→
R5

:3
02

名
 

　　
　→

R6
:1

74
名

 
　　

　→
R7

:2
50

名
 

・雇
用

創
出

 
　R

2:
正

4・
非

正
規

6 
　 

→
R4

:正
4・

非
正

規
8 

　 
→

R5
:正

４
・非

正
規

7 
→

R6
:正

４
・非

正
規

7 
 [課

題
] 

・原
魚

の
確

保
 

・宗
田

節
の

知
名

度
向

上
 

・販
路

拡
大

 
・職

員
の

高
齢

化
 

・体
験

観
光

客
数

の
増

加
 

 

商
品

開
発

・販
売

拡
大

 
■

(株
)た

け
まさ

商
店

 
  

・新
商

品
の

開
発

・販
売

 
  

・高
付

加
価

値
商

品
の

開
発

・販
売

 
  

・パ
ッケ

ー
ジ

等
の

見
直

し 
  

・商
談

会
・イ

ベ
ント

等
へ

の
出

展
 

・増
産

に
伴

う生
産

体
制

の
強

化
、新

た
な

人
材

の
雇

用
及

び
育

成
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

等
の

活
用

提
案

 
・商

談
会

、各
種

セ
ミナ

ー
等

の
情

報
提

供
 

  

 

 
節

納
屋

体
験

観
光

の
強

化
 

・飲
食

店
の

営
業

許
可

の
取

得
、軽

食
の

提
供

開
始

（
R3

）
 

・宗
田

節
納

屋
体

験
オ

ンラ
イン

ツア
ー

の
実

施
（

R3
～

）
 

・だ
しバ

ー
ガ

ー
、宗

田
節

定
食

の
販

売
（

R4
～

）
 

・集
客

イベ
ント

の
開

催
（

R4
～

）

節
納

屋
体

験
観

光
の

強
化

 
■

(株
)た

け
まさ

商
店

 
　 

・S
NS

を活
用

した
情

報
発

信
の

強
化

 
　 

・販
促

物
の

作
成

 
　 

・ホ
テ

ル
や

旅
行

会
社

との
連

携
 

□
県

（
地

域
本

部
）

 
　 

・産
振

アド
バ

イザ
ー

制
度

等
の

活
用

提
案

 
　 

・各
種

セ
ミナ

ー
の

情
報

提
供

 
　 

・関
係

機
関

との
連

携
促

進
 

   

生
産

体
制

の
強

化

販
売

拡
大

商
品

開
発

販
　売

既
存

商
品

の
磨

き
上

げ

情
報

発
信

の
強

化

技
術

承
継

177



幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

水
産
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
８

新
た
な
製
造
方
式
に
よ
る
宗
田
節
等
の
生
産
・販
売
の
強
化

（
土
佐
清
水
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(有
)ヤ
マ
ア

売
上
高
※

2.
5
億
円

（
R４
）

2.
4
億
円

３
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

R3
.4
月

※
会
計
年
度
：
７
月
～
６
月

事
業
概
要

宗
田
節
等
生
産
の
培
乾
工
程
に
、焼
津
式
乾
燥
機
等
を
活
用
し、
生
産
性
の
向
上
や
生
産
拡

大
、小
売
商
品
の
磨
き
上
げ
を
図
る
こと
に
よ
り、
安
定
した
雇
用
の
拡
大
や
地
域
の
基
幹
産
業
の

振
興
、知
名
度
の
向
上
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
生
産
体
制
の
強
化

・県
版
HA
CC
P
旧
第
2
ス
テ
ー
ジ
認
証
取
得
（
R
元
）

・旧
来
の
節
納
屋
の
雇
用
形
態
の
見
直
し（
R2
)

・経
営
戦
略
の
策
定
（
R2
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・焼
津
式
乾
燥
機
、煮
熟
設
備
の
導
入
（
R3
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・冷
凍
保
管
庫
の
導
入
（
R5
）

→
業
務
改
善
助
成
金
の
活
用

・外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
れ
（
R4
:２
名
、R
5：
１
名
、R
6：
1
名
）

・小
売
商
品
の
製
造
強
化
及
び
衛
生
管
理
強
化
に
向
け
た
施
設
整
備
（
R7
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

[成
果
]

・売
上
高

R2
:1
.5
億
円

→
R4
:2
.5
億
円

→
R5
:2
.9
億
円

→
R6
:2
.4
億
円

・｢
ラー
メン
に
の
せ
る
宗
田
節

オ
イ
ル
｣高
知
家
うま
い
も

の
大
賞
優
秀
賞
受
賞

（
R3
）

・「
万
能
だ
し
」美
味
ア
ワ
ー
ド

20
24
継
承
す
べ
き
和
の

食
セ
ット
賞
受
賞
（
R5
）

・「
宗
田
節
味
を
育
て
る
ポ
ン

酢
」美
味
ア
ワ
ー
ド
20
25

千
趣
会
賞
受
賞
（
R6
）

[課
題
]

・原
魚
の
確
保

・商
品
開
発

・販
路
開
拓

・衛
生
管
理
の
向
上

・小
売
商
品
の
生
産
体
制
の

強
化

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
生
産
体
制
の
強
化

■
(有
)ヤ
マ
ア

・サ
バ
節
等
の
製
造
強
化

・小
売
商
品
の
製
造
強
化

・衛
生
管
理
体
制
の
強
化

・生
産
増
に
伴
う雇
用
の
確
保
（
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
れ
）

・生
産
体
制
強
化
に
向
け
た
施
設
整
備

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
セ
ミナ
ー
の
情
報
提
供

・各
種
支
援
策
の
提
案

販
売
拡
大
・新
商
品
の

開
発

・商
品
開
発
、改
良
の
取
り組
み
、E
C
サ
イト
の
活
用
（
R
元
～
）

・各
種
商
談
会
・イ
ベ
ント
へ
の
出
展

・県
の
「食
の
イノ
ベ
ー
シ
ョン
ベ
ー
ス
」を
活
用
し、
新
商
品
を
開
発
（
混
ぜ
ご
飯
、

お
か
ず
み
そ）
（
R6
～
）
お
か
ず
み
そ販
売
開
始
（
R7
～
）

販
売
拡
大
・新
商
品
の
開
発

■
(有
)ヤ
マ
ア

・小
売
商
品
の
開
発

・商
談
会
、イ
ベ
ント
等
へ
の
出
展

□
県
（
地
域
本
部
）

・商
談
会
等
へ
の
情
報
提
供

・各
種
支
援
制
度
の
活
用
提
案

新
商
品
開
発
・販
売

生
産
体
制
の
強
化

販
売
拡
大

施
設

整
備

稼
働
開
始
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

水
産
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
９

宿
毛
湾
の
水
産
加
工
品
等
の
販
売
拡
大

（
大
月
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
八
重
丸
水
産
(株
)

売
上
高
※

3,
19
5
万
円

（
R5
）

2,
98
2
万
円

3,
50
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
3.
４
月

※
会
計
年
度
：
９
月
～
８
月

事
業
概
要

大
月
町
の
地
域
資
源
の
一
つ
で
あ
る
水
産
資
源
を
活
用
した
加
工
商
品
等
に
つ
い
て
、町
内
事

業
者
や
町
内
の
道
の
駅
との
連
携
、商
品
力
の
強
化
及
び
県
内
外
の
展
示
商
談
会
へ
の
参
加
等

に
より
販
路
拡
大
及
び
売
上
高
向
上
を図
る
。こ
れ
に
よ
り、
町
産
水
産
資
源
の
消
費
拡
大
、雇
用

拡
大
等
に
つ
な
げ
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

販
路
拡
大
・販
売
促
進

・加
工
場
改
修
及
び
攪
拌
機
器
等
整
備
（
H
23
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・県
内
外
展
示
商
談
会
出
展
、商

品
の
ブ
ラッ
シ
ュア
ップ
（
H
24
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・県
版
H
AC
CP
旧
第
2
ス
テ
ー
ジ
の
認
証
取
得
（
H
29
）

・食
品
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
戦
略
の
策
定
（
H
30
）

・加
工
場
改
修
及
び
冷
蔵
設
備
等
整
備
（
R3
）

→
R2
(R
3
繰
越
)新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
産
業
振
興
推
進
特
別

支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・生
産
設
備
の
拡
充
（
ス
ライ
サ
ー
購
入
）
（
R5
）

→
業
務
改
善
助
成
金
の
活
用

[成
果
]

・売
上
高

R
元
：
2,
85
5
万
円

→
R5
：
3,
19
5
万
円

→
R6
：
2,
98
2
万
円

・商
品
仕
入
高

R
元
：
84
5
万
円

→
R5
：
1,
02
4
万
円

→
R6
：
69
7
万
円

・「
本
マ
グ
ロ
の
ホ
ル
モ
ン
カ
レ

ー
」が
高
知
家
の
う
ま
い

も
の
大
賞
20
21
入
賞

(R
2)

[課
題
]

・人
材
確
保

・原
魚
確
保

・既
存
商
品
の
磨
き
上
げ

・新
商
品
開
発

・事
業
承
継

販
路
拡
大
・販
売
促
進

■
八
重
丸
水
産
（
株
）

・商
談
会
出
展

・H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理

・地
域
事
業
者
と連
携
した
新
た
な
外
商
方
法
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
）

・商
談
会
、外
商
等
に
関
す
る
情
報
提
供

新
商
品
開
発
・既
存
商

品
の
磨
き
上
げ

・き
び
な
ご
ケ
ン
ピ
の
新
商
品
ア
イ
テ
ム
の
検
討

・き
び
な
ご
ロ
ー
ス
ト
、本

マ
グ
ロ
の
ホ
ル
モ
ン
カ
レ
ー
の
販
売
開
始
（
R2
）

・鯛
め
し
の
素
、お
さか
な
ケ
ン
ピ
の
販
売
開
始
（
R3
）

新
商
品
開
発
・既
存
商
品
の
磨
き
上
げ

■
八
重
丸
水
産
（
株
）

・既
存
商
品
の
磨
き
上
げ

・新
商
品
開
発

□
県
（
地
域
本
部
）

・商
談
会
や
支
援
制
度
等
の
情
報
提
供

商
談
会
へ
の
出
展

既
存
商
品
の
磨
き
上
げ

新
商
品
開
発

新
た
な
外
商
方
法

の
模
索

新
た
な
外
商
の
展
開

H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
10

道
の
駅
「す
くも
サ
ニ
ー
サ
イ
ドパ
ー
ク
」を
拠
点
とし
た
地
域
振
興

（
宿
毛
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
宿
毛
市

(1
)売
上
高

2,
12
6
万
円
※

（
R5
.5
～
R6
.3
）

1,
91
3
万
円

3,
15
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

R4
.4
月

(2
)レ
ジ
通
過
者
数

1.
9
万
人
※

（
R5
.5
～
R6
.3
）

2.
0
万
人

4.
2
万
人

事
業
概
要

R5
.5
月
に
リニ
ュー
ア
ル
した
道
の
駅
「す
くも
サ
ニ
ー
サ
イド
パ
ー
ク」
を
拠
点
とし
て
、地
元
特
産

品
等
の
販
売
を
促
進
す
る
とと
も
に
、宿
毛
ま
ち
の
え
き
「林
邸
」等
との
連
携
を
通
じて
情
報
発
信

拠
点
とし
て
の
機
能
強
化
を
図
り、
交
流
人
口
の
拡
大
と地
域
経
済
の
さら
な
る
活
性
化
を
目
指

す
。

※
R5
.5
月
に
リニ
ュー
ア
ル
オ
ー
プ
ンの
た
め
、出
発
点
は
R5
.5
月
～
R6
.3
月
とす
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

道
の
駅
「す
くも
サ
ニ
ー
サ

イ
ド
パ
ー
ク
」を
拠
点
とし

た
誘
客
の
促
進

・道
の
駅
「す
くも
サ
ニ
ー
サ
イド
パ
ー
ク」
実
施
設
計
（
R3
）

→
R3
観
光
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・道
の
駅
「す
くも
サ
ニ
ー
サ
イド
パ
ー
ク」
リニ
ュー
アル
（
R5
）

→
R4
地
域
観
光
振
興
交
付
金
の
活
用

・道
の
駅
「す
くも
サ
ニ
ー
サ
イド
パ
ー
ク物
産
館
」実
施
設
計
(R
7)

・各
種
誘
客
イベ
ント
等
の
開
催

月
例
イベ
ント
の
開
催
（
R5
～
）

土
佐
の
豊
穣
祭
20
24
「肉
フェ
ス
」開
催
（
R6
）

高
知
光
の
フェ
ス
タ
20
24
「サ
ニー
サ
イド
・海
辺
の
イル
ミネ
ー
シ
ョン
と

だ
る
ま
夕
日
」開
催
（
R6
）

・庁
内
プ
ロジ
ェク
トチ
ー
ム
に
よ
る
「新
た
な
道
の
駅
」構
想
の
検
討
（
R5
）

[成
果
]

・道
の
駅
「す
くも
サ
ニー
サ
イド

パ
ー
ク」
の
入
込
数

R2
：
65
,5
00
人

→
19
1,
10
0
人

（
R5
.5
～
R6
.3
）

→
21
6,
09
1
人

(R
6.
4～
R7
.3
)

[課
題
]

・顧
客
満
足
度
の
向
上

・キ
ャン
プエ
リア
の
利
用
率

向
上

・リ
ピー
ター
の
確
保

・市
内
飲
食
店
等
へ
の
誘
客

施
設
整
備
及
び
体
制
強
化

■
宿
毛
市

・物
産
館
整
備
に
向
け
た
事
業
計
画
の
策
定
、実
施
設
計
、施
設
整
備

・出
品
者
等
との
連
携
強
化

・運
営
状
況
等
に
関
す
る
ミー
テ
ィン
グ
の
実
施

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
補
助
金
ほ
か
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

特
産
品
等
の
販
売
促
進

■
宿
毛
市

・宿
毛
市
推
奨
品
認
定
制
度
を
活
用
した
特
産
品
の
PR

・市
内
の
一
次
産
品
を
活
用
した
目
玉
グ
ル
メ商
品
の
開
発

・道
の
駅
グ
ル
メ全
国
コン
テ
ス
トへ
の
出
場

・キ
ッチ
ンカ
ー
事
業
者
と連
携
した
季
節
ご
との
イベ
ント
開
催

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

道
の
駅
を
核
とし
た
市
内
周
遊
促
進
の
強
化

■
宿
毛
市

・S
NS
等
を活
用
した
情
報
発
信
の
強
化

・人
流
デ
ー
タを
活
用
した
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
分
析

・他
団
体
と連
携
した
周
遊
促
進
事
業
の
実
施

□
県
(地
域
本
部
等
)

・プ
ロモ
ー
シ
ョン
活
動
に
伴
う支
援

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

グ
ル
メ
商
品
の
開
発

グ
ル
メ

商
品
の

販
売

情
報
発
信
の
強
化

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

周
遊
促
進
事
業
の
実
施

計
画
策
定
・

実
施
設
計

施
設

稼
働

施
設

整
備
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
11

道
の
駅
｢め
じか
の
里
土
佐
清
水
｣を
拠
点
とし
た
地
域
振
興

（
土
佐
清
水
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
土
佐
清
水
市

(1
)売
上
高

5,
07
1
万
円

（
R3
）

1
億

1,
80
0
万
円

１
億

7,
59
6
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

R4
.４
月

(2
)入
込
数

7.
2
万
人

（
R3
）

8.
5
万
人

16
.4
万
人

事
業
概
要

道
の
駅
「め
じか
の
里
土
佐
清
水
」を
拠
点
とし
て
、地
元
の
農
林
水
産
物
・加
工
品
の
販
売
や
地

域
へ
の
誘
客
促
進
の
取
り組
み
を
強
化
す
る
こと
に
より
、安
定
した
雇
用
の
拡
大
や
地
場
産
業
の
発

展
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

道
の
駅
「め
じ
か
の
里
土

佐
清
水
」を
拠
点
と
し
た

誘
客
の
促
進

・新
土
佐
清
水
地
場
産
品
販
売
施
設
連
携
協
議
会
発
足
（
R3
)

・道
の
駅
食
堂
メニ
ュー
改
良
及
び
道
の
駅
改
修
に
関
す
る
検
討
（
R3
)

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・道
の
駅
「め
じか
の
里
土
佐
清
水
」リ
ニュ
ー
アル
オ
ー
プ
ン（
R5
）

→
R4
産
振
補
助
金
の
活
用

・各
種
誘
客
イベ
ント
等
の
開
催
・出
店
等
（
R5
）

食
の
バ
ザ
ー
ル
土
佐
の
豊
穣
祭
20
23
in
土
佐
清
水
開
催

サ
イク
ル
ロゲ
イニ
ング
土
佐
清
水
20
23
開
催

日
曜
市
出
店

他
県
の
道
の
駅
と連
携
した
外
商
・誘
客
促
進
の
企
画

サ
ニー
マー
トと
の
連
携
に
よる
フェ
ア
の
開
催

ふ
る
さと
納
税
へ
出
品

・情
報
発
信
の
強
化

デ
ジ
タル
サ
イネ
ー
ジ
に
よ
る
観
光
、特
産
品
、交
流
イベ
ント
等
の
PR

イン
ス
タグ
ラム
等
の
SN
S
に
よる
情
報
発
信

[成
果
]

・売
上
高

R3
:5
,0
71
万
円

→
R5
:１
億
1,
70
7
万
円

→
R6
:１
億
1,
80
0
万
円

・入
込
数

R3
:7
.2
万
人

→
R5
:8
.7
万
人

→
R6
:8
.5
万
人

[課
題
]

・誘
客
の
促
進

・滞
在
時
間
の
延
長

・観
光
拠
点
施
設
や
地
域
事

業
者
との
連
携

誘
客
促
進
の
取
り組
み
の
強
化

■
土
佐
清
水
市

・新
土
佐
清
水
市
地
場
産
品
販
売
施
設
連
携
協
議
会
の
連
携
強
化

・直
販
所
の
品
揃
え
の
充
実
（
生
産
者
の
掘
り起
こし
）

・カ
フェ
・食
堂
の
メニ
ュー
開
発

・イ
ベ
ント
等
の
企
画
・開
催

道
の
駅
が
主
催
す
る
誘
客
促
進
の
イベ
ント

県
・市
が
開
催
す
る
イベ
ント
との
連
携

地
域
の
事
業
者
が
実
施
す
る
イベ
ント
との
連
携

・他
県
の
道
の
駅
と連
携
した
外
商
の
強
化

・ふ
る
さと
納
税
へ
の
出
品

・S
NS
等
を活
用
した
情
報
発
信
の
強
化

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

・支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

滞
在
時
間
の
延
長
に
関
す
る
取
り組
み
の
強
化

■
土
佐
清
水
市

・新
土
佐
清
水
市
地
場
産
品
販
売
施
設
連
携
協
議
会
の
連
携
・取
り組
み
の
強
化

・品
揃
え
、メ
ニュ
ー
の
充
実
等
に
よる
利
用
者
の
満
足
度
の
向
上

・観
光
拠
点
施
設
や
地
域
事
業
者
と連
携
した
イベ
ント
等
の
企
画
・開
催

・周
遊
手
段
の
検
討
、周
遊
ツア
ー
の
造
成

・土
佐
清
水
市
全
体
の
周
遊
促
進
に
向
け
た
情
報
発
信

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

・産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

直
販
所
の
品
揃
え
の
充
実

滞
在
時
間
の
延
長
に
関
す
る

取
り組
み
の
強
化

カ
フェ
・食
堂
の
メ
ニ
ュー
開
発

イ
ベ
ン
ト等
の
企
画
・開
催
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幡

多
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

商
工

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
12

　売
り出

せ
西

土
佐

プ
ロ

ジ
ェク

ト 
（

四
万

十
市

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
西

土
佐

地
域

産
業

振
興

推
進

協
議

会
、地

域
事

業
者

、四
万

十
市

(1
)売

上
高

 
（

道
の

駅
よ

って
西

土
佐

）

２
億

 
1,

60
8

万
円

 
（

R4
）

２
億

 
1,

91
4

万
円

２
億

 
3,

04
6

万
円

２
億

 
2,

80
0

万
円

 

AP
へ

の
位

置
づ

け
H2

2.
４

月
(2

)売
上

高
 

（
(株

)四
万

十
牛

本
舗

）

２
億

 
2,

03
4

万
円

 
（

R4
）

２
億

 
74

0
万

円
２

億
 

7,
90

0
万

円

 

事
業

概
要

西
土

佐
地

域
の

多
様

な
人

材
や

事
業

者
が

連
携

・協
働

し、
地

域
資

源
の

有
効

活
用

や
認

知
度

向
上

を
図

る
取

り組
み

を
推

進
す

る
こと

で
交

流
人

口
を

拡
大

す
る

とと
も

に
、西

土
佐

地
域

の
産

業
振

興
を図

る
。

(3
)生

栗
出

荷
額

 
（

JA
西

土
佐

支
所

及
び

 
(株

)し
まん

と美
野

里
）

1,
07

7
万

円
 

（
R4

）
1,

41
5

万
円

3,
36

4
万

円
3,

60
0

万
円

  
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

西
土

佐
地

域
の

特
産

品
の

認
知

度
・ブ

ラ
ン

ド
力

の
向

上
 

 

・西
土

佐
地

域
産

業
振

興
推

進
協

議
会

の
設

置
（

H3
0～

）
 

・「
四

万
十

川
天

然
鮎

の
コン

フィ
」販

売
開

始
（

H3
0）

 
「四

万
十

川
天

然
鮎

の
コン

フィ
缶

詰
」販

売
開

始
（

R4
）

 
「し

まん
と西

土
佐

あ
ゆ

フェ
ス

」、
「四

万
十

に
しと

さ利
き鮎

会
」の

開
催

 
（

R4
～

）
 

「四
万

十
一

デ
カい

鮎
釣

った
人

が
優

勝
！

グ
ラン

プ
リ」

の
開

催
（

R4
～

）
 

・四
万

十
牛

加
工

販
売

施
設

整
備

（
R2

）
 

→
 R

元
(R

2
繰

越
)産

振
補

助
金

の
活

用
 

・(
株

)四
万

十
牛

本
舗

が
県

版
HA

CC
P

新
第

２
ス

テ
ー

ジ
認

証
取

得
(R

6)
 

・「
四

万
十

冬
肉

祭
」の

開
催

（
R7

）
 

・「
ガ

ブ
ッと

米
ナ

ス
キ

ャン
ペ

ー
ン」

（
H3

0～
、ア

ツい
ま

ち
サ

ミッ
トコ

ラボ
事

業
）

 
「ナ

ス
フェ

ス
」の

開
催

（
H2

7～
、ア

ツい
まち

サ
ミッ

トコ
ラボ

事
業

）
 

・栗
の

加
工

施
設

の
整

備
、氷

感
庫

の
導

入
 

（
(株

)し
ま

ん
と美

野
里

：
H2

2）
→

 産
振

補
助

金
の

活
用

 
・栗

園
を

活
用

した
学

生
向

け
地

域
学

習
プロ

グ
ラム

の
開

発
検

討
（

R4
）

 
　→

 産
振

アド
バ

イザ
ー

制
度

の
活

用
 

・ふ
る

さと
納

税
や

EC
サ

イト
へ

の
出

品
 

・商
談

会
・イ

ベ
ント

へ
の

出
展

[成
果

] 
・(

株
)西

土
佐

ふ
る

さと
市

の
 

売
上

高
 

R2
：

1
億

4,
60

4
万

円
 

→
R4

：
1

億
7,

96
0

万
円

 
→

R5
：

1
億

8,
32

0
万

円
 

→
R6

：
１

億
8,

10
2

万
円

 
→

R7
：

１
億

8,
93

6
万

円
 

・よ
って

西
土

佐
の

入
込

数
 

R2
：

約
13

万
人

 
→

 R
4：

14
万

４
千

人
 

→
 R

5：
15

万
3

千
人

 
→

 R
6：

14
万

５
千

人
 

→
 R

7：
14

万
４

千
人

 
・(

株
)四

万
十

牛
本

舗
の

売
上

高
 

R2
：

1
億

8,
52

4
万

円
 

→
R4

：
2

億
2,

03
4

万
円

 
→

R5
：

2
億

2,
18

4
万

円
 

→
R6

：
２

億
74

0
万

円
 

・四
万

十
牛

の
認

知
度

向
上

 
　県

内
外

の
共

進
会

・共
励

会
へ

の
出

展
・受

賞
 

　R
4、

R5
、R

6、
R7

 
 [課

題
] 

・地
域

の
人

口
（

生
産

者
）

減
少

に
伴

う生
産

力
低

下
の

懸
念

 
・情

報
発

信
の

強
化

 
・栗

の
収

穫
量

の
確

保

西
土

佐
地

域
な

ら
で

は
の

商
品

の
ブ

ラ
ン

ド
化

・販
売

促
進

 
■

西
土

佐
地

域
産

業
振

興
推

進
協

議
会

、地
域

事
業

者
 

・鮎
　　

　：
「し

まん
と西

土
佐

あ
ゆ

フェ
ス

」、
「四

万
十

に
しと

さ利
き

鮎
会

」等
の

開
催

 
　　

　　
 　

　 
鮎

漁
の

体
験

や
意

識
調

査
、加

工
品

の
商

品
化

、新
商

品
の

開
発

 
・四

万
十

牛
：

県
内

外
の

品
評

会
等

へ
の

出
品

、牛
舎

の
増

築
、商

品
開

発
 

　　
　　

　　
　　

「四
万

十
冬

肉
祭

」の
開

催
 

・米
ナ

ス
  

 ：
「ナ

ス
フェ

ス
」、

「ガ
ブッ

と米
ナ

ス
キ

ャン
ペ

ー
ン」

の
開

催
 

・栗
  

  
  

：
栗

産
地

再
生

に
向

け
た

取
り組

み
の

強
化

 
・各

種
PR

用
リー

フレ
ット

等
の

作
成

 
・各

種
イベ

ント
、商

談
会

等
へ

の
出

展
に

よ
る

認
知

度
向

上
・販

路
拡

大
の

取
り組

み
 

・H
AC

CP
に

沿
った

衛
生

管
理

 
・ブ

ラン
ド力

向
上

に
向

け
た

情
報

発
信

の
強

化
 

・マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

、商
品

開
発

等
に

携
わ

る
職

員
の

育
成

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

・活
用

支
援

、協
議

会
の

運
営

支
援

等

 

 
誘

客
促

進
・入

込
客

増
加

に
向

け
た

各
種

イ
ベ

ン
ト

の
企

画
・開

催
 

    

・鮎
や

米
ナ

ス
、B

BQ
関

連
施

設
な

ど西
土

佐
地

域
の

あ
らゆ

る
資

源
を

活
用

し
た

イベ
ント

等
の

企
画

・開
催

 
・近

隣
市

町
村

や
道

の
駅

と連
携

した
周

遊
イベ

ン
ト等

の
開

催
 

・西
土

佐
地

域
産

業
振

興
推

進
協

議
会

の
HP

・イ
ンス

タグ
ラム

作
成

と情
報

発
信

の
強

化
（

R3
～

）
 

・モ
ニタ

ー
ツア

ー
「半

径
３

km
の

旅
」の

実
施

（
R4

）
 

・西
土

佐
地

域
産

業
振

興
推

進
協

議
会

の
HP

の
更

新
（

R7
）

 
　→

四
万

十
市

産
業

振
興

推
進

総
合

支
援

事
業

費
補

助
金

の
活

用

誘
客

促
進

・入
込

客
増

加
に

向
け

た
各

種
イ

ベ
ン

ト
の

企
画

・開
催

 
■

西
土

佐
地

域
産

業
振

興
推

進
協

議
会

、地
域

事
業

者
 

・鮎
や

米
ナ

ス
、B

BQ
関

連
施

設
な

ど西
土

佐
地

域
の

あ
らゆ

る
資

源
を

活
用

した
 

イベ
ント

等
の

企
画

・開
催

 
・近

隣
市

町
村

や
道

の
駅

と連
携

した
周

遊
イベ

ント
等

の
開

催
 

・ツ
アー

プラ
ンの

造
成

と受
入

態
勢

の
強

化
 

・S
NS

の
活

用
な

ど、
誘

客
促

進
に

向
け

た
情

報
発

信
の

強
化

 
・イ

ベ
ント

等
の

企
画

・運
営

に
携

わ
る

職
員

の
確

保
・育

成
 

■
四

万
十

市
 

・協
議

会
の

運
営

支
援

、協
議

会
メン

バ
ー

の
情

報
発

信
等

の
事

業
化

に
対

す
る

支
援

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・協

議
会

の
運

営
支

援
及

び
イベ

ント
企

画
・実

施
支

援
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し

PR
イ

ベ
ン

ト
等

の
企

画
・開

催

情
報

発
信

の
強

化
H

P 
更

新特
産

品
の

生
産

・加
工

・販
売

体
制

の
強

化

PR
イ

ベ
ン

トや
商

談
会

等
へ

の
出

展
に

よ
る

 
ブ

ラ
ン

ド
化

・販
売

促
進 情
報

発
信

の
強

化
H

P 
更

新
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
13

幡
多
地
域
の
農
水
産
物
を
活
用
した
ペ
ット
関
連
商
品
の
開
発
・販
売
拡
大

（
四
万
十
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)W
AN

LI
FE

売
上
高
※

5,
76
0
万
円

（
R4
）

4,
62
8
万
円

1
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
8.
4
月

※
会
計
年
度
：
9
月
～
8
月

事
業
概
要

幡
多
地
域
の
農
水
産
物
を
中
心
に
、県
産
素
材
を
使
った
ペ
ット
関
連
商
品
を
開
発
し、
地
産

外
商
を
進
め
る
とと
も
に
、幡
多
圏
域
へ
の
ペ
ット
連
れ
観
光
客
の
誘
客
促
進
や
ドッ
グ
ラン
複
合
施

設
の
利
用
者
等
へ
の
販
売
促
進
に
よ
り、
地
域
経
済
の
活
性
化
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

商
品
開
発
・販
路
拡
大

・ペ
ット
用
お
や
つ
商
品
の
開
発
（
H2
8～
）

・ギ
フト
セ
ット
の
開
発
（
H2
8）
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・写
真
の
撮
り方
の
研
究
、H
P
リニ
ュー
ア
ル
、S
NS
活
用
強
化
（
H2
9）

→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・製
造
機
器
導
入
（
H2
9）

・生
産
工
程
及
び
受
注
工
程
の
効
率
化
（
H3
0）

→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・ネ
コ用
商
品
の
開
発
に
着
手
（
R
元
）
→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・新
施
設
（
ドッ
グ
ラン
複
合
施
設
）
オ
ー
プ
ン（
R4
）

→
R3
新
事
業
チ
ャレ
ンジ
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

[成
果
]

・商
品
の
充
実

お
や
つ
:1
3
商
品

イヌ
用
ス
ー
プ
:２
種
類

・ド
ッグ
ラン
複
合
施
設
の
オ
ー

プ
ン等
に
よ
る
売
上
高
の
増

R2
(暦
年
):
3,
52
2
万
円

→
R4
(暦
年
):

4,
57
6
万
円

→
R5
:(
9～
8
月
)

4,
13
3
万
円

→
R6
:(
9～
8
月
）

4,
62
8
万
円

[課
題
]

・商
品
開
発
、販
路
拡
大

・人
手
不
足

ペ
ット
関
連
商
品
の
開
発
・磨
き
上
げ

■
(株
)W
AN
LI
FE

・市
場
調
査
、試
作
品
作
り、
原
料
調
達
方
法
の
検
討
、商
品
開
発
・磨
き
上
げ

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
品
開
発
等
に
関
す
る
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
や
補
助
金
の
活
用
を
提
案

販
路
拡
大
及
び
新
事
業
の
検
討

■
(株
)W
AN
LI
FE

・ネ
コ用
商
品
：
自
社
HP
で
の
情
報
発
信
、商
談
会
や
イベ
ント
等
へ
の
出
展

・イ
ヌ
用
商
品
：
海
外
展
開
の
検
討
（
貿
易
に
関
す
る
セ
ミナ
ー
等
で
の
ノウ
ハ
ウ
の

取
得
、海
外
市
場
の
情
報
収
集
、海
外
向
け
商
談
会
へ
の
出
展
）

・新
事
業
展
開
（
ペ
ット
と泊
ま
れ
る
宿
）
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・販
路
拡
大
等
に
関
す
る
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
を
提
案

・商
談
会
や
各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

商
品
開
発
・磨
き
上
げ

商
談
会
等
へ
の
出
展

H
P
の

拡
充 新
事
業
や
海
外
展
開
の
検
討
、実
施

情
報
発
信
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
14

幡
多
地
域
産
品
を
活
用
した
冷
凍
加
工
食
品
の
開
発
・製
造
・販
売
の
推
進

（
四
万
十
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(有
)和

売
上
高
※

1,
96
5
万
円

（
R4
）

1,
97
5
万
円

3,
00
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
8.
4
月

※
会
計
年
度
：
6
月
～
5
月
→
４
月
～
３
月
に
変
更
（
R6
実
績
～
)

事
業
概
要

地
域
色
豊
か
な
食
材
を活
用
した
加
工
食
品
を
開
発
・製
造
・販
売
す
る
こと
で
、食
材
自
体
の

認
知
度
を向
上
させ
、生
産
者
の
所
得
向
上
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

商
品
開
発
及
び
改
良

・地
域
素
材
を
利
用
した
冷
凍
餃
子
の
開
発
（
H2
8）

・調
味
料
等
の
商
品
開
発

・県
内
事
業
者
等
と共
同
で
の
商
品
開
発
及
び
O
EM
受
注

・土
佐
M
BA
アド
バ
ンス
コー
ス
等
の
受
講
（
H2
8、
H3
0、
R
元
）

[成
果
]

・売
上
高

R2
：
1,
44
4
万
円

→
R4
：
1,
96
5
万
円

→
R5
：
1,
85
9
万
円

→
R6
：
1,
97
5
万
円

[課
題
]

・人
手
不
足
(商
品
開
発
・営

業
担
当
）

・O
EM
商
品
の
開
発
・販
売

促
進

O
EM
商
品
の
開
発
強
化

■
(有
)和

・県
内
外
事
業
者
との
連
携
に
よる
O
EM
商
品
の
共
同
開
発
及
び
受
託
開
発

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

販
路
拡
大

・自
社
HP
開
設
（
R3
）

・通
販
（
ま
る
ご
と高
知
O
nl
in
eS
ho
p）
の
開
始
（
R3
）

外
商
の
強
化

■
(有
)和

・商
談
会
等
へ
の
出
展

・県
内
外
事
業
者
との
連
携
に
よる
O
EM
商
品
の
販
売
拡
大

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
談
会
や
各
種
支
援
制
度
等
の
情
報
提
供

生
産
体
制
の
強
化
・充

実
・新
た
な
施
設
整
備
に
向
け
た
検
討
（
R
元
∼
）

人
材
の
確
保

■
(有
)和

・新
た
な
人
材
の
雇
用
・育
成

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・土
佐
M
BA
等
講
座
の
紹
介

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

加
工
販
売
拡
大
に
向
け
た
事
業
計
画
等
の
検
討

■
(有
)和

・新
た
な
事
業
計
画
（
施
設
整
備
を
含
む
）
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
補
助
金
の
活
用
の
検
討

・そ
の
他
各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

O
EM
商
品
の
開
発

商
談
会
等
へ
の
出
展

人
材
確
保
・育
成

事
業
計
画
等
の
検
討

184



 

 
幡

多
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

商
工

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
15

  
地

元
食

材
を

活
用

した
加

工
品

の
開

発
・製

造
に

よ
る

地
産

地
消

・外
商

の
推

進
 

（
四

万
十

市
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

(有
)四

万
十

食
品

売
上

高
※

3
億

62
5

万
円

 
（

R5
）

2
億

8,
91

6
万

円
3

億
92

8
万

円
3

億
9,

26
4

万
円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

R5
.4

月
※

会
計

年
度

：
9

月
～

8
月

 

事
業

概
要

新
た

に
整

備
した

施
設

・設
備

を
活

用
し、

地
元

食
材

を
使

用
した

新
商

品
の

開
発

や
既

存
商

品
の

増
産

に
よる

販
売

拡
大

を図
る

こと
に

より
、生

産
者

等
の

所
得

向
上

や
雇

用
の

創
出

を目
指

す
。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

生
産

体
制

の
強

化
 

      

・新
工

場
の

建
設

、機
械

設
備

の
導

入
（

R5
）

→
 産

振
補

助
金

の
活

用
 

[成
果

] 
・雇

用
の

創
出

 
 従

業
員

 R
4：

16
名

 
 →

R5
：

17
名

 
　→

R6
：

23
名

 
   [課

題
] 

・生
産

体
制

の
確

立
 

・人
材

の
確

保
・育

成
 

・自
社

商
品

の
ブ

ラン
ド化

 
・タ

ー
ゲ

ット
を

見
据

え
た

自
社

商
品

の
開

発
及

び
販

売
戦

略
の

確
立

 
 

生
産

体
制

及
び

衛
生

管
理

体
制

の
強

化
 

■
(有

)四
万

十
食

品
 

・新
た

な
人

材
の

確
保

・育
成

 
・H

AC
CP

に
沿

った
衛

生
管

理
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し

 

 
商

品
開

発
・販

路
開

拓
 

     

・四
万

十
の

海
苔

な
ど地

元
食

材
を

使
用

した
商

品
開

発
 

・ふ
る

さと
納

税
へ

の
出

品
（

H2
9～

）
 

・商
談

会
へ

の
出

展
 

・自
社

ロゴ
マー

クの
リニ

ュー
ア

ル
（

R5
）

 
・H

P、
SN

S
の

開
設

（
R6

）
 

・公
式

オ
ンラ

イン
ス

トア
開

設
(R

7)
  

  

既
存

商
品

の
増

産
、新

商
品

の
開

発
に

よ
る

販
路

開
拓

 
■

(有
)四

万
十

食
品

 
・商

品
開

発
担

当
者

や
営

業
担

当
者

の
育

成
 

・既
存

商
品

の
増

産
、新

商
品

開
発

依
頼

へ
の

対
応

 
・自

社
商

品
の

開
発

、新
た

な
原

材
料

の
確

保
 

・タ
ー

ゲ
ット

別
の

商
談

会
等

へ
の

出
展

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・商

品
開

発
に

関
す

る
産

振
アド

バ
イザ

ー
制

度
の

活
用

を
提

案
 

・商
談

会
等

の
情

報
提

供
 

 自
社

商
品

の
ブ

ラ
ン

ド
化

 
■

(有
)四

万
十

食
品

 
・ロ

ゴ
マー

クに
よる

自
社

商
品

の
PR

強
化

 
・H

P
や

SN
S

等
で

の
情

報
発

信
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
を

提
案

 
・各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

商
談

会
等

へ
の

出
展

人
材

確
保

・育
成

既
存

商
品

の
増

産

新
商

品
開

発
依

頼
へ

の
対

応

自
社

商
品

の
開

発
、販

売

生
産

 
体

制
の

 
確

立

自
社

商
品

の
PR

、情
報

発
信

H
AC

CP
に

沿
った

衛
生

管
理
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
16

道
の
駅
「ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・大
月
」を
拠
点
とし
た
産
業
振
興
と賑
わ
い
の
創
出

（
大
月
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
財
)大
月
町
ふ
る
さと
振
興
公
社
、大
月
町

(1
)売
上
高

2
億

3,
65
5
万
円

（
R4
）

２
億

2,
08
9
万
円

２
億

8,
00
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

(2
)入
込
数

18
.6
万
人

（
R4
）

16
.5
万
人

19
.5
万
人

事
業
概
要

道
の
駅
「ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク・
大
月
」を
町
全
体
の
産
業
振
興
と賑
わ
い
創
出
の
拠
点
と位
置
付

け
、町
内
事
業
者
等
と連
携
しな
が
ら、
農
林
畜
水
産
品
や
加
工
品
の
開
発
・販
売
な
どの
地
産

地
消
・外
商
を
推
進
す
る
とと
も
に
、町
内
外
か
ら人
が
集
う交
流
の
場
を
提
供
し、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
くり
と地
域
の
活
力
向
上
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

地
場
産
品
の
販
売
促

進
、
特
産
品
の
開
発
・

販
売
の
強
化

・加
工
施
設
整
備
、ネ
ット
通
販
、カ
タロ
グ
販
売
の
仕
組
み
づ
くり
及
び
商

談
会
出
展
（
H
21
～
22
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・商
品
力
の
強
化
（
H
26
)

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

・通
販
サ
イ
ト
の
リニ
ュー
ア
ル
（
H
30
）

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

・目
指
せ
！
弥
太
郎
商
人
塾
in
幡
多
の
受
講
（
H
30
）

・「
大
月
町
地
産
外
商
推
進
協
議
会
」へ
の
参
画
（
R5
）

・産
直
市
及
び
ふ
る
さと
セ
ンタ
ー
の
改
善
・活
用
に
係
る
施
設
改
修
案
の
検
討

(R
6)

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

・指
定
管
理
者
大
月
町
ふ
る
さと
振
興
公
社
の
組
織
強
化
(R
7)

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

・道
の
駅
施
設
改
修
に
係
る
方
針
案
の
検
討
(R
7)

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

[成
果
]

・「
道
の
駅
」来
客
数

R2
：
17
.9
万
人

→
R4
：
18
.6
万
人

→
R5
：
17
.8
万
人

→
R6
：
16
.5
万
人

・売
上
高

R2
：
2.
04
億
円

→
R4
：
2.
36
億
円

→
R5
：
2.
30
億
円

→
R6
：
2,
21
億
円

・雇
用
者
数

R2
:1
8
人
⇒
R6
:2
9
人

[課
題
]

・外
商
の
推
進

・新
商
品
開
発

・産
直
市
の
改
善

・ふ
る
さと
セ
ンタ
ー
の
活
用

・加
工
施
設
の
不
足

・イ
ベ
ント
企
画

・人
材
の
確
保
、育
成

地
場
産
品
の
販
売
促
進
、特
産
品
の
開
発
・販
売
の
強
化

■
(一
財
)大
月
町
ふ
る
さと
振
興
公
社

・「
大
月
町
地
産
外
商
推
進
協
議
会
」と
連
携
した
外
商
の
推
進

・商
談
会
へ
の
出
展

・既
存
商
品
の
改
良

・新
商
品
の
開
発

・道
の
駅
施
設
改
修
に
係
る
施
設
改
修
案
の
検
討
及
び
関
連
協
議

■
大
月
町

・道
の
駅
施
設
改
修
に
係
る
施
設
改
修
案
の
検
討
及
び
設
計
業
務

□
県
（
地
域
本
部
）

・支
援
制
度
の
情
報
提
供

賑
わ
い
の
創
出

・ふ
れ
あ
い
市
出
品
者
協
議
会
の
設
立

・各
種
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・開
催

お
お
つ
きふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ット
（
月
1
回
）

（
ふ
れ
あ
い
市
出
品
者
協
議
会
共
催
）

も
ろ
こし
まつ
り（
備
長
炭
の
PR
・販
売
促
進
）

「マ
グ
ロの
まち
大
月
」の
PR

他

賑
わ
い
の
創
出

■
(一
財
)大
月
町
ふ
る
さと
振
興
公
社

・町
内
事
業
者
や
他
の
道
の
駅
等
との
連
携
に
よる
イベ
ント
の
企
画
・開
催

も
ろ
こし
まつ
り（
備
長
炭
の
PR
・販
売
促
進
）

「マ
グ
ロの
まち
大
月
」の
PR

他
・各
種
イベ
ント
等
の
情
報
発
信

■
大
月
町

・連
携
イベ
ント
開
催
等
に
向
け
た
他
事
業
者
等
との
調
整

□
県
（
地
域
本
部
）

・支
援
制
度
の
情
報
提
供

外
商
推
進

イ
ベ
ン
ト企
画
・開
催

イ
ベ
ン
ト
の
情
報
発
信

既
存
商
品
改
良 新
商
品
開
発

施
設
改
修

案
の
検
討

基
本

設
計関
連
協
議 実
施

設
計
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
17

三
原
村
の
どぶ
ろ
くに
よ
る
地
域
活
性
化

（
三
原
村
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
土
佐
三
原
どぶ
ろ
く合
同
会
社

売
上
高
※

1,
65
1
万
円

（
R４
）

1,
70
3
万
円

3,
29
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
8.
４
月

※
会
計
年
度
：
６
月
～
５
月

事
業
概
要

地
域
の
特
産
品
で
あ
る
「ど
ぶ
ろ
く」
に
か
か
る
村
内
の
組
織
体
制
を
強
化
し
、地

域
が
一

体
とな
って
販
売
促
進
を
図
る
こと
で
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

販
売
促
進

・新
商
品
開
発
に
向
け
、先
進
地
視
察
を
実
施
（
R2
）

・商
品
開
発
や
ネ
ット
販
売
に
関
す
る
ノウ
ハ
ウの
習
得
（
R2
）

→
よろ
ず
支
援
拠
点
アド
バ
イザ
－
の
活
用

・「
甘
酒
」の
販
売
を
開
始
（
R2
）

・「
甘
酒
」の
製
造
拡
大
に
向
け
加
工
場
を
整
備
（
R2
）

・「
甘
酒
」の
パ
ウチ
タイ
プ
の
販
売
（
R3
）

・H
P
及
び
EC
サ
イト
の
開
設
（
R3
）

・I
ns
ta
gr
am
ア
カウ
ント
の
開
設
（
R3
）

・製
造
・販
売
機
能
の
集
約
（
R4
）

・H
AC
CP
対
応
に
向
け
た
共
同
製
造
施
設
の
整
備
（
R4
～
R5
）

→
R4
事
業
再
構
築
補
助
金
の
活
用

・H
AC
CP
専
門
家
派
遣
・書
類
作
成
指
導
の
受
講
（
R4
∼
)

・ま
る
ご
と高
知
で
の
テ
ス
トマ
ー
ケ
テ
ィン
グ
（
R5
）

・ブ
ラン
デ
ィン
グ
・広
告
作
成
・販
促
方
法
に
か
か
る
ノウ
ハ
ウの
習
得
、新
酒
お
披

露
目
イベ
ント
の
企
画
・実
施
（
R5
）
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・地
域
お
こし
協
力
隊
の
受
入
れ
１
名
（
R6
）

・県
版
HA
CC
P
新
第
２
ス
テ
ー
ジ
の
認
証
取
得
（
R6
）

・商
談
会
出
展
に
向
け
た
PR
手
法
等
の
習
得
（
R7
）

→
高
知
県
産
業
振
興
セ
ンタ
ー
専
門
家
指
導
の
活
用

・E
C
サ
イト
、S
NS
で
の
情
報
発
信
の
ノウ
ハ
ウ習
得
（
R7
）

→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

[成
果
]

・新
商
品
開
発

R2
～
R5
：
11
品

R6
：
6
品

・ダ
ム
を
活
用
（
どぶ
ろ
くを
貯

蔵
）
し
た
地
域
振
興
の
取
り

組
み
が
「四
国
地
方
整
備
広

報
企
画
委
員
長
特
別
賞
」を

受
賞
（
R2
）

・甘
酒
が
「高
知
県
地
場
産
業

大
賞
奨
励
賞
」を
受
賞

（
R3
）

・雇
用
の
創
出

H2
7：
0
人

→
R3
：
1
人
（
パ
ー
ト）

→
R5
：
1
人
（
パ
ー
ト）

[課
題
]

・販
売
促
進
活
動
の
強
化

・安
心
安
全
な
製
品
供
給
に

向
け
た
衛
生
管
理

・社
員
の
高
齢
化

・三
原
村
の
どぶ
ろ
く文
化
の
継

承
・発
信

新
商
品
の
開
発
に
よ
る
販
路
拡
大

■
土
佐
三
原
どぶ
ろ
く(
同
)

・市
場
調
査
、テ
ス
トマ
ー
ケ
テ
ィン
グ

・新
商
品
の
開
発

□
県
(地
域
本
部
等
)

・商
品
開
発
に
向
け
た
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
等
の
活
用
提
案

販
売
促
進

■
土
佐
三
原
どぶ
ろ
く(
同
)

・県
内
外
の
商
談
会
・イ
ベ
ント
へ
の
出
展

・飲
食
店
・小
売
店
等
へ
の
営
業
に
よ
る
どぶ
ろ
く取
扱
店
の
掘
り起
こし

・H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理

・事
務
作
業
の
効
率
化
・省
力
化

・後
継
者
の
確
保
・育
成

□
県
(地
域
本
部
等
)

・販
売
促
進
に
向
け
た
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
等
の
活
用
を
提
案

・県
内
外
の
商
談
会
や
販
路
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、関
係
者
へ
の
橋
渡
し

・各
種
支
援
制
度
や
セ
ミナ
ー
等
の
情
報
提
供

誘
客
促
進
に
向
け
た
どぶ
ろ
く関
係
企
画
の
実
施

■
土
佐
三
原
どぶ
ろ
く(
同
)

・ど
ぶ
ろ
く関
係
企
画
の
提
案
・実
施
、各
種
イベ
ント
との
連
携

・農
家
民
宿
・農
家
食
堂
と連
携
した
村
内
へ
の
呼
び
込
み
強
化

□
県
(地
域
本
部
等
)

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

新
商
品
開
発

商
談
会
・イ
ベ
ン
トへ
の
出
展

どぶ
ろ
く関
係
企
画
の
提
案
・実
施

販
売

どぶ
ろ
く取
扱
店
の
掘
り起
こし

H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理

事
務
作
業
の
省
力
化
・

効
率
化
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
18

黒
潮
町
産
天
日
塩
を
活
用
した
ビジ
ネ
ス
の
推
進

（
黒
潮
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(有
)ソ
ル
テ
ィー
ブ

売
上
高
※

3,
15
0
万
円

（
R4
）

4,
57
4
万
円

4,
07
2
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H
28
.4
月

※
会
計
年
度
：
3
月
～
2
月

事
業
概
要

黒
潮
町
の
代
表
的
な
特
産
品
の
ひ
とつ
で
あ
る
天
日
塩
の
販
売
促
進
を
図
り、
雇
用
の

創
出
や
地
域
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
る
。ま
た
、塩
づ
くり
体
験
事
業
を
通
じ
て
天
日
塩
の
認

知
度
の
向
上
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

販
路
開
拓
・販

売
促

進
・看
板
設
置
（
H2
8）
→
観
光
拠
点
整
備
事
業
の
活
用

・販
促
ツー
ル
作
成
（
H2
8）
→
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
活
用

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
（
H2
9）

→
黒
潮
町
産
業
振
興
推
進
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・灘
製
塩
所
の
結
晶
ハ
ウス
整
備
（
R
元
）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・灘
製
塩
所
の
採
か
ん
施
設
の
改
築
及
び
結
晶
ハ
ウス
の
増
築
（
R4
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・リ
ー
フレ
ット
作
成
（
R5
）

[成
果
]

・製
塩
量

H3
0：
7.
0
トン

→
R4
：
8.
0
トン

→
R5
：
9.
1
トン

→
R6
：
10
.6
トン

・売
上
高

H3
0：
2,
19
5
万
円

→
R4
：
3,
15
0
万
円

→
R5
：
3,
99
1
万
円

→
R6
：
4,
57
4
万
円

・塩
づ
くり
体
験
受
入
数

H3
0：
52
0
人

→
R4
：
55
1
人

→
R5
：
32
5
人

→
R6
：
30
4
人

[課
題
]

・需
要
に
対
し
て
生
産
量
が

不
足

・人
材
育
成

・新
規
顧
客
の
獲
得

・衛
生
管
理
の
向
上

販
路
開
拓
・販
売
促
進

■
(有
)ソ
ル
テ
ィー
ブ

・天
日
塩
の
増
産

・佐
賀
製
塩
所
採
か
ん
施
設
の
補
修

・商
談
会
へ
の
出
展
を通
じた
販
路
開
拓

・H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理
の
実
施

・塩
づ
くり
体
験
の
受
入
れ

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し、
各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

人
材
確
保

・O
JT
に
よ
る
製
塩
技
術
者
の
育
成

人
材
確
保
・育
成

■
(有
)ソ
ル
テ
ィー
ブ

・人
脈
等
を
活
用
し
た
後
継
者
の
確
保
、O
JT
に
よ
る
育
成

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理

天
日
塩
の
増
産

商
談
会
等
へ
の
出
展

O
JT
に
よ
る
人
材
（
担
い
手
）
育
成
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
19

黒
潮
町
産
天
日
塩
の
販
売
拡
大
及
び
地
域
ブ
ラ
ン
ド化
の
推
進

（
黒
潮
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
土
佐
の
あ
ま
み
屋
、黒
潮
町
商
工
会

売
上
高
※

3,
06
2
万
円

（
R4
）

3,
23
7
万
円

3,
37
1
万
円

3,
84
3
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

R3
.4
月

※
会
計
年
度
：
１
月
～
12
月

事
業
概
要

新
た
な
採
か
ん
施
設
・結
晶
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
、天
日
塩
の
生
産
拡
大
に
よ
る
販
売
促
進

に
取
り組
む
とと
も
に
、黒

潮
町
商
工
会
を
中
心
とし
て
「地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
」を
推
進
す
る
こと

に
よ
り、
黒
潮
町
産
の
天
日
塩
全
体
の
販
売
拡
大
と知
名
度
の
向
上
を
図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

生
産
体
制
の
強
化
及
び

販
路
拡
大

・販
売
促
進
の
手
法
・地
域
ブラ
ンド
化
の
検
討
（
R2
）

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

・土
佐
M
BA
ナ
リワ
イ
セ
ミナ
ー
の
受
講
（
R2
）

・ネ
ット
通
販
の
開
始
（
R3
）

・黒
潮
町
ふ
る
さと
納
税
返
礼
品
に
登
録
（
R3
）

・パ
ンフ
レ
ット
リニ
ュー
アル
（
R4
）

・採
か
ん
施
設
の
増
築
及
び
結
晶
ハ
ウ
ス
内
の
結
晶
箱
の
増
設
（
R4
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

[成
果
]

・製
塩
量

R３
：
10
.9
トン

→
R4
：
11
.4
トン

→
R5
：
11
.0
トン

→
R6
：
10
.3
トン

→
R7
：
9.
3
トン

・売
上
高

R3
：
2,
85
9
万
円

→
R4
：
3,
06
2
万
円

→
R5
：
2,
73
6
万
円

→
R6
：
3,
23
7
万
円

→
R7
：
3,
37
1
万
円

[課
題
]

・人
材
育
成

・新
規
顧
客
の
獲
得

・衛
生
管
理
の
向
上

・需
要
に
対
し生
産
量
が

不
足

生
産
体
制
の
強
化
及
び
販
路
拡
大

■
土
佐
の
あ
ま
み
屋

・天
日
塩
の
増
産
、新
商
品
開
発
の
検
討

・商
談
会
へ
の
出
展
を通
じた
販
路
開
拓

・H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理
の
実
施

・結
晶
ハ
ウス
の
増
設
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し、
各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推

進
・黒
潮
町
及
び
黒
潮
町
商
工
会
に
よ
る
町
内
天
日
塩
事
業
者
へ
の
説
明
・働
き

か
け
の
実
施
（
R3
～
R4
）

・町
内
天
日
塩
事
業
所
の
プ
ロモ
ー
シ
ョン
ビデ
オ
の
作
成
（
R2
～
R5
）

→
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業
の
活
用

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

■
黒
潮
町
商
工
会

・町
内
事
業
者
へ
の
働
きか
け

・各
種
認
証
制
度
へ
の
登
録
の
検
討

結
晶
ハ
ウ
ス
の
増
設
検
討

天
日
塩
の
増
産

商
談
会
等
へ
の
出
展

町
内
事
業
者
へ
の
働
き
か
け

H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
20

黒
潮
町
の
地
域
資
源
を
中
心
とし
た
防
災
関
連
商
品
づ
くり
の
推
進

（
黒
潮
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)黒
潮
町
缶
詰
製
作
所
、黒
潮
町

売
上
高

1
億

58
9
万
円

（
R4
）

１
億

1,
11
8
万
円

1
億

1,
00
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

事
業
概
要

農
水
産
物
等
、地
域
産
品
を
活
用
した
防
災
関
連
食
品
の
製
造
・販
売
体
制
の
充
実
・強
化

に
取
り組
み
、「
地
産
」・
「地
消
」・
「外
商
」を
推
進
す
る
こと
で
、雇
用
機
会
の
創
出
及
び
地
域
生

産
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

施
設
・体
制
の
充
実
強

化
・加
工
場
整
備
、稼
働
（
H2
6）

・(
株
)黒
潮
町
缶
詰
製
作
所
（
第
三
セ
クタ
ー
）
設
立
、黒
潮
町
特
産
品
開
発

推
進
協
議
会
の
事
業
を
継
承
（
H2
6）

・H
AC
CP
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
（
H2
9）

・県
版
HA
CC
P
旧
第
3
ス
テ
ー
ジ
認
証
取
得
（
H3
1）

・衛
生
管
理
の
強
化
等
に
向
け
、地
域
お
こし
協
力
隊
を
１
名
雇
用
（
R5
）

・県
版
HA
CC
P
新
第
２
ス
テ
ー
ジ
認
証
取
得
(R
6)

[成
果
]

・「
高
知
家
うま
い
も
の
大
賞

20
19
審
査
員
特
別
賞
」

受
賞
（
H3
0）

・「
高
知
家
うま
い
も
の
大
賞

20
24
高
知
家
賞
」受
賞

（
R5
）

・「
高
知
家
うま
い
も
の
大
賞

20
25
SD
Gs
賞
」受
賞

（
R6
）

・「
デ
ィス
カ
バ
ー
農
山
漁
村

（
む
ら
）
の
宝
」地
方
奨
励

賞
受
賞
（
R6
）

[課
題
]

・物
価
高
騰

・衛
生
管
理
の
強
化

・工
場
移
転
に
伴
う施
設

整
備

施
設
・体
制
の
充
実
強
化

■
(株
)黒
潮
町
缶
詰
製
作
所

・工
場
移
転
に
伴
う施
設
整
備

・H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理
の
実
施

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

商
品
開
発
・販
路
開
拓

・高
知
県
防
災
関
連
製
品
認
定
（
H2
7）

・地
域
資
源
を
活
用
した
アレ
ル
ゲ
ンフ
リー
の
新
商
品
・O
EM
商
品
の
開
発

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リニ
ュー
ア
ル
（
H2
9）

→
黒
潮
町
産
業
振
興
推
進
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・中
期
事
業
戦
略
を
策
定
（
R
元
～
）

→
産
業
振
興
セ
ンタ
ー
事
業
戦
略
策
定
支
援
制
度
の
活
用

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リニ
ュー
ア
ル
(R
6)

・(
株
)フ
タガ
ミと
連
携
した
「防
災
缶
詰
・に
げ
る
プ
ロジ
ェク
ト」
の
始
動
(R
6)

及
び
「防
災
缶
詰
に
げ
る
(鰹
ドラ
イカ
レ
ー
)」
の
販
売
開
始
(R
7)

商
品
開
発
・販
路
開
拓

■
(株
)黒
潮
町
缶
詰
製
作
所

・自
社
商
品
の
開
発
・強
化

・O
EM
商
品
の
開
発

・海
外
輸
出
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

用
地

取
得 新
商
品
の
開
発
・既
存
商
品
の
改
良

商
談
会
・展
示
会
へ
の
参
加

H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理

設
計

工
事

施
設

稼
働
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
21

幡
多
広
域
に
お
け
る
滞
在
型
・体
験
型
観
光
の
推
進

（
幡
多
地
域
全
域
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

(一
社
)幡
多
広
域
観
光
協
議
会

(1
)延
べ
宿
泊
者
数

38
9,
58
9
人

（
R4
）

41
0,
42
0
人

47
9,
00
0
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

(2
)外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数

2,
31
8
人

（
R4
）

17
,4
12
人

18
,7
00
人

事
業
概
要

「幡
多
広
域
観
光
振
興
計
画
（
第
Ⅱ
期
計
画
）
」に
基
づ
き
、マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
機
能
を
強
化

し、
デ
ー
タに
基
づ
くエ
リア
プロ
モー
シ
ョン
を
実
施
す
る
こと
で
幡
多
地
域
全
体
へ
の
宿
泊
者
数
の
増

加
を目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

商
品
造
成
・誘
客
促
進

・既
存
商
品
の
磨
き
上
げ
支
援
、新
規
商
品
の
開
発
支
援

・旅
行
会
社
へ
の
セ
ー
ル
ス
の
推
進

・は
た
旅
クー
ポ
ン（
R2
）
、E
NJ
O
Y！
は
た
旅
クー
ポ
ンⅡ
（
R3
）
の
実
施

・外
国
人
観
光
客
向
け
商
品
の
造
成

・「
観
光
×
SD
Gs
」の
取
り組
み
推
進

・観
光
庁
「日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イド
ライ
ン(
JS
TS
ｰD
)」
認
証
ラベ
ル
・

ロゴ
マー
ク使
用
許
可
を取
得
（
R3
）

・広
報
・P
R

ガ
イド
ブッ
ク制
作
・配
付

観
光
PR
イベ
ント
へ
の
参
加

説
明
会
、商
談
会
へ
の
参
加

・G
ST
C
サ
ス
テ
ィナ
ブ
ル
ツー
リズ
ム
研
修
修
了
(R
5：
1
名
、R
6：
2
名
、

R7
:１
名
)４
名

[成
果
]

・延
べ
宿
泊
者
数

R2
：
31
9,
79
0
人

→
R4
：
38
9,
58
9
人

→
R5
：
36
5,
36
0
人

→
R6
：
41
0,
42
0
人

・顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、誘

客
力
の
高
い
体
験
商
品
を

造
成 は
た
旅
体
験

（
R5
）

商
品
数
：
97
商
品

利
用
者
数
：
37
,1
99
人

（
R6
）

商
品
数
：
89
商
品

利
用
者
数
：
36
,0
23
人

・「
観
光
×
SD
Gs
」の
取
り組

み
を推
進

商
品
造
成
：
7
件
（
R4
）

１
件
（
R5
)

１
件
（
R6
）

第
17
回
エ
コツ
ー
リズ
ム
大

賞
特
別
賞
受
賞
（
R3
）

[課
題
]

・イ
ンバ
ウン
ド対
応
の
強
化

・教
育
旅
行
（
民
泊
）
の
受

入
家
庭
の
確
保

地
域
の
魅
力
創
出
・セ
ー
ル
ス
の
推
進

■
(一
社
)幡
多
広
域
観
光
協
議
会

・S
DG
s
を切
り口
とし
た
体
験
プ
ログ
ラム
の
充
実

・長
期
滞
在
型
観
光
の
推
進
や
イン
バ
ウン
ド施
策
の
強
化

・旅
行
会
社
等
へ
の
セ
ー
ル
ス
の
推
進

□
県 ・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

地
域
認
知
度
向
上
・プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
推
進

■
(一
社
)幡
多
広
域
観
光
協
議
会

・「
幡
多
地
域
」の
リブ
ラン
デ
ィン
グ
、広
報
・P
R
に
よる
ブ
ラン
ドの
浸
透

・デ
ジ
タル
メデ
ィア
（
HP
、S
NS
等
）
の
活
用
促
進

□
県 ・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

受
入
体
制
の
強
化

・日
本
版
D
M
O
登
録
（
H3
1.
3
月
）

・「
幡
多
広
域
観
光
振
興
計
画
（
第
Ⅱ
期
計
画
）
」の
策
定
（
R2
）

・研
修
会
、民
泊
説
明
会
等
の
開
催

・「
幡
多
広
域
観
光
振
興
計
画
（
第
Ⅲ
期
計
画
）
」の
策
定
（
R8
.3
月

予
定
）

来
訪
者
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
地
域
受
入
体
制
整
備
を
推
進

■
(一
社
)幡
多
広
域
観
光
協
議
会

・広
域
に
関
わ
る
観
光
周
遊
企
画
の
立
案
・情
報
提
供
・発
信
の
推
進

・広
域
観
光
に
関
わ
る
地
域
の
受
入
体
制
基
盤
強
化

・研
修
会
等
の
開
催

・教
育
旅
行
に
お
け
る
田
舎
暮
らし
体
験
（
民
泊
）
の
受
入
促
進

□
県 ・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

商
品
化
支
援
に
よ
る
地
域
の
魅
力
創
出
の
推
進

ブ
ラ
ン
ド
形
成
に
よ
る
地
域
認
知
度
向
上
の
推
進

受
入
体
制
の
強
化

マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
デ
ー
タ
に
基
づ
く

プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
推
進

旅
行
会
社
等
へ
の
セ
ー
ル
ス
の
推
進
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
22

幡
多
広
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リズ
ム
を
核
とし
た
交
流
人
口
の
拡
大
と地
域
の

活
性
化

（
幡
多
地
域
全
域
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
社
)幡
多
広
域
観
光
協
議
会
、幡
多
６
市
町
村
及
び
観
光
協
会
等

延
べ
宿
泊
者
数

19
,0
38
人

（
R4
）

17
,2
02
人

20
,0
00
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
7.
9
月

事
業
概
要

土
佐
西
南
大
規
模
公
園
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
核
とし
、幡
多
広
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツと
体
験
型

観
光
を
融
合
させ
た
ス
ポ
ー
ツツ
ー
リズ
ム
を
推
進
す
る
こと
に
より
、交
流
人
口
の
拡
大
と地
域
経
済

の
活
性
化
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

受
入
体
制
の
充
実
・強

化
・人
工
芝
グ
ラウ
ンド
完
成
（
H2
9）

・ワ
ンス
トッ
プ
窓
口
機
能
の
整
備
・運
用
（
H2
8～
）

・旅
館
組
合
、集
落
活
動
セ
ンタ
ー
等
と連
携
した
宿
泊
受
入
体
制
の
整
備

（
H2
8～
）

・ス
ポ
ー
ツ
＋
体
験
観
光
を
セ
ット
に
した
観
光
商
品
の
造
成
及
び
受
入
体
制
の

整
備
（
H2
8～
）

・砂
浜
トレ
ー
ニン
グ
の
プロ
グ
ラム
作
成
、更
新

・新
型
コロ
ナ
ウイ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
実
施
（
R2
～
受
入
運
営
ガ
イド
ライ
ン

の
作
成
、更
新
）

[成
果
]

・ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
及
び

合
宿
の
受
入

R4
：
93
件
44
5
チ
ー
ム

R5
：
85
件
44
1
チ
ー
ム

R6
：
84
件
41
1
チ
ー
ム

・延
べ
宿
泊
者
数
の
増
加

R4
：
19
,0
38
人

R5
：
18
,4
22
人

R6
：
17
,2
02
人

[課
題
]

・ス
ポ
ー
ツ
合
宿
参
加
者
の
移

動
の
利
便
性
向
上

・地
域
の
受
入
体
制
づ
くり

（
人
材
育
成
）

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
宿
泊
施
設
等
との
連
携
に
よ
る
受
入
体
制
の
充
実
・強
化

■
(一
社
)幡
多
広
域
観
光
協
議
会

・市
町
村
・観
光
協
会
等
との
連
携

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を活
用
した
管
内
ス
ポ
ー
ツ施
設
や
大
会
・合
宿
の
情
報
提
供

■
(一
社
)黒
潮
町
観
光
ネ
ット
ワ
ー
ク

・関
係
事
業
者
や
集
落
活
動
セ
ンタ
ー
等
と連
携
した
受
入
体
制
の
充
実
・強
化

■
(特
非
)N
PO
砂
浜
美
術
館

・ス
ポ
ー
ツツ
ー
リズ
ム
推
進
会
議
の
開
催
等

■
幡
多
６
市
町
村
及
び
観
光
協
会
等

・ス
ポ
ー
ツ合
宿
・大
会
等
の
誘
致
及
び
受
入
体
制
の
充
実
・強
化

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・協
議
会
や
推
進
会
議
へ
の
参
画
に
よ
る
アド
バ
イス

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
や
各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

誘
客
促
進
の
取
り組
み

・ス
ポ
ー
ツ施
設
を
紹
介
す
る
ポ
ー
タル
サ
イト
を
開
設
（
H2
8～
）

・ス
ポ
ー
ツ大
会
・合
宿
の
セ
ー
ル
ス
及
び
受
入

・ア
ドバ
イザ
ー
を活
用
した
セ
ー
ル
ス
プロ
モ
ー
シ
ョン
（
H2
9～
）

・砂
浜
トレ
ー
ニン
グ
の
プロ
グ
ラム
作
成
、更
新
（
R2
～
)

→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・ア
ドバ
イザ
ー
を活
用
した
誘
客
促
進
（
R6
～
）

セ
ー
ル
ス
活
動
等
に
よ
る
誘
客
促
進
の
取
り組
み

■
(一
社
)幡
多
広
域
観
光
協
議
会
、幡
多
６
市
町
村
及
び
観
光
協
会
等

・ア
ドバ
イザ
ー
を
活
用
した
合
宿
や
サ
ッカ
ー
大
会
の
セ
ー
ル
ス
プ
ロモ
ー
シ
ョン
及
び
企
画

運
営

・ス
ポ
ー
ツ合
宿
と観
光
を
組
み
合
わ
せ
た
新
た
な
周
遊
プ
ラン
の
構
築
を検
討

・ス
ポ
ー
ツ合
宿
参
加
者
の
移
動
（
宿
舎
と施
設
の
往
復
等
）
に
係
る
支
援
策
の
検
討

■
(特
非
)N
PO
砂
浜
美
術
館

・大
会
の
運
営
、市
町
村
及
び
関
係
団
体
との
連
携

・関
西
を
中
心
とし
た
西
日
本
や
関
東
・東
北
・北
海
道
等
の
東
日
本
エ
リア
へ
の
セ
ー
ル

ス
活
動
の
展
開

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・観
光
コン
ベ
ンシ
ョン
協
会
、市
町
村
等
と連
携
した
セ
ー
ル
ス
活
動
支
援

・各
種
支
援
制
度
や
ス
ポ
ー
ツツ
ー
リズ
ム
に
関
す
る
情
報
提
供

受
入
体
制
の
充
実
・強
化

PR
・セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
活
動

周
遊
プ
ラ
ン
や
支
援
策
の
充
実
・強
化
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
23

宿
毛
市
の
地
域
資
源
を
活
用
した
観
光
振
興

（
宿
毛
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
社
)宿
毛
市
観
光
協
会
、宿
毛
市

市
内
の
延
べ
宿
泊
客
数
※

9.
0
万
人

（
R4
）

9.
0
万
人

10
.3
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

※
1
月
～
12
月

事
業
概
要

地
域
の
観
光
推
進
体
制
を
強
化
し、
宿
毛
市
の
資
源
を
活
用
した
体
験
型
観
光
商
品
の
造
成

に
取
り組
む
とと
も
に
、幡
多
地
域
全
体
で
連
携
して
誘
客
を
促
進
す
る
こと
に
よ
り、
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
る。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

体
験
メ
ニ
ュ
ー
充
実
に

向
け
た
環
境
整
備
・推

進
体
制
の
強
化

・土
佐
の
観
光
創
生
塾
の
受
講
（
H2
8～
R4
）

・宿
毛
ま
ち
の
え
き「
林
邸
」の
オ
ー
プ
ン（
H3
0）

→
歴
史
観
光
資
源
等
強
化
事
業
の
活
用

・電
動
ア
シ
ス
ト自
転
車
、カ
ヤ
ック
等
の
整
備
（
H3
0）

→
観
光
拠
点
等
整
備
事
業
の
活
用

・ク
ライ
ミン
グ
コー
ス
、サ
イク
リン
グ
ロー
ドの
整
備
（
R
元
）

→
観
光
拠
点
等
整
備
事
業
の
活
用

・宿
毛
市
総
合
運
動
公
園
に
マウ
ンテ
ンバ
イク
専
用
コー
ス
を
整
備

（
R2
～
R4
）

[成
果
]

・宿
泊
客
数
（
暦
年
）

R2
：
7.
1
万
人

→
R4
：
9.
0
万
人

→
R5
：
9.
3
万
人

→
R6
：
9.
0
万
人

・「
林
邸
」来
場
者
数

R2
：
12
,6
85
人

→
R5
：
27
,0
95
人

→
R6
：
27
,9
10
人

[課
題
]

・関
係
団
体
や
地
域
住
民
と

連
携
し
た
体
験
メニ
ュー
づ
く

り ・広
域
的
な
周
遊
観
光
に
向

け
た
取
り組
み

・リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
及
び
魅

力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等

に
よる
誘
客
促
進

・顧
客
満
足
度
の
向
上

観
光
人
材
の
育
成

■
(一
社
)宿
毛
市
観
光
協
会
、宿
毛
市

・県
や
市
町
村
の
人
材
育
成
制
度
等
を活
用
した
観
光
人
材
の
ス
キ
ル
アッ
プ

□
県
(地
域
本
部
等
)

・支
援
制
度
の
情
報
提
供
、参
加
者
へ
の
周
知
及
び
フォ
ロー
アッ
プ

地
域
の
特
性
や
資
源
を
活
か
した
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
・磨
き
上
げ

■
(一
社
)宿
毛
市
観
光
協
会
、そ
の
他
連
携
事
業
者
、宿
毛
市

・食
や
自
然
、歴
史
・文
化
を
活
用
した
周
遊
・体
験
型
プ
ログ
ラム
の
造
成
・磨
き上
げ

・中
山
間
地
域
を
含
め
た
事
業
者
間
の
連
携
強
化

□
県
(地
域
本
部
等
)

・施
設
整
備
及
び
備
品
購
入
の
た
め
の
支
援
策
の
検
討

・関
係
機
関
の
橋
渡
し

誘
客
促
進
の
取
り組
み

・宿
毛
ま
ち
の
え
き「
林
邸
」で
の
展
示
会
・ワ
ー
クシ
ョッ
プ等
イベ
ント
開
催

（
R2
～
）

・地
元
の
食
を
活
か
した
ライ
ドイ
ベ
ント
「ま
ん
ぷ
くラ
イド
」開
催
（
R2
～
）

・レ
ンタ
サ
イク
ル
利
用
者
へ
の
飲
食
クー
ポ
ン券
配
布
（
R2
～
）

・J
CL
（
ジ
ャパ
ンサ
イク
ル
リー
グ
）
ロー
ドレ
ー
ス
開
催
（
R4
～
R5
）

・釣
りイ
ベ
ン
ト、
横
瀬
川
ダム
クラ
イミ
ング
ウォ
ー
ル
体
験
、歴
史
館
と連
携
した

散
策
ツア
ー
ほ
か

・ど
っぷ
り高
知
旅
キ
ャン
ペ
ー
ンに
即
応
した
周
遊
促
進
事
業
の
開
催
(R
7)

→
周
遊
促
進
・滞
在
延
長
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

誘
客
促
進
の
強
化

■
(一
社
)宿
毛
市
観
光
協
会
、そ
の
他
連
携
事
業
者
、宿
毛
市

・幡
多
広
域
観
光
協
議
会
と連
携
した
誘
客
促
進
の
強
化

・宿
毛
ま
ち
の
え
き
｢林
邸
｣を
拠
点
とし
た
観
光
・交
流
事
業
の
企
画
・実
施

・地
元
の
特
産
物
を
活
用
した
イベ
ント
の
企
画
・実
施

・フ
ィッ
シ
ング
や
サ
イク
リン
グ
、マ
リン
ア
クテ
ィビ
テ
ィを
中
心
とし
た
誘
客
促
進
の
強
化

・プ
ロモ
ー
シ
ョン
活
動
の
強
化

□
県
(地
域
本
部
等
)

・プ
ロモ
ー
シ
ョン
活
動
に
伴
う支
援

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

既
存
商
品
の
磨
き
上
げ

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成

観
光
人
材
の
育
成

広
域
連
携
に
よ
る
誘
客
の
促
進

プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
活
動
の
強
化
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幡

多
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

観
光

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

24
　土

佐
清

水
ま

る
ご

と戦
略

観
光

の
展

開
 

（
土

佐
清

水
市

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
土

佐
清

水
市

、(
一

社
)土

佐
清

水
市

観
光

協
会

、 
(一

社
)土

佐
清

水
ジ

オ
パ

ー
ク推

進
協

議
会

入
込

数
※

66
.1

万
人

 
（

R4
）

61
.6

万
人

65
.7

万
人

75
万

人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

４
月

※
１

月
～

12
月

 

事
業

概
要

観
光

産
業

を地
域

の
戦

略
的

産
業

と位
置

づ
け

、ジ
オ

ツー
リズ

ム
をは

じめ
とし

た
体

験
型

観
光

や
国

際
観

光
等

の
誘

客
促

進
の

強
化

と受
入

態
勢

の
整

備
・充

実
を

図
る

とと
も

に
、幡

多
地

域
全

体
で

の
誘

客
・周

遊
促

進
に

取
り組

む
こと

に
よ

り、
滞

在
日

数
の

増
加

や
消

費
の

拡
大

を
図

る
。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

誘
客

の
促

進
 

          

・竜
串

観
光

の
情

報
発

信
・認

知
度

向
上

（
H2

3）
 

　→
産

振
補

助
金

の
活

用
 

・ジ
ョン

万
次

郎
資

料
館

リニ
ュー

ア
ル

オ
ー

プン
（

H3
0.

4
月

) 
→

 H
29

観
光

拠
点

整
備

補
助

金
の

活
用

 
・ス

ノー
ピー

ク土
佐

清
水

キ
ャン

プフ
ィー

ル
ドオ

ー
プン

（
H3

1.
4

月
）

 
→

 H
30

観
光

拠
点

補
助

金
の

活
用

 
・「

SA
TO

UM
I」

の
プ

ロモ
ー

シ
ョン

活
動

の
活

性
化

に
向

け
た

外
部

人
材

の
活

用
 

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

 （
R

元
～

R2
）

 
　→

産
振

補
助

金
の

活
用

 
・「

竜
串

ビジ
ター

セ
ンタ

ー
うみ

の
わ

」オ
ー

プ
ン（

R2
.3

月
）

 
・県

立
足

摺
海

洋
館

「S
AT

O
UM

I」
リニ

ュー
ア

ル
オ

ー
プン

（
R2

.7
月

）
 

・土
佐

清
水

ジ
オ

パ
ー

ク日
本

ジ
オ

パ
ー

ク認
定

（
R3

.９
月

）
 

・道
の

駅
め

じか
の

里
土

佐
清

水
リニ

ュー
ア

ル
オ

ー
プン

（
R5

.4
月

）
 

・天
狗

の
鼻

整
備

（
観

光
資

源
磨

き上
げ

、誘
客

促
進

策
）

 
（

R5
.1

2
月

供
用

開
始

）
 

　→
 観

光
振

興
推

進
総

合
支

援
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 
 ・各

種
誘

客
イベ

ント
等

の
開

催
 

　足
摺

宇
和

海
国

立
公

園
50

周
年

記
念

事
業

（
R4

）
 

あ
しず

りま
つ

り、
ジ

ョン
万

ウォ
ー

ク、
足

摺
き

らり
、産

業
祭

　等
 

 
・推

進
体

制
・計

画
の

調
整

 
土

佐
清

水
市

観
光

マ
ス

ター
プ

ラン
策

定
（

H2
8）

 
足

摺
宇

和
海

国
立

公
園

竜
串

エ
リア

利
用

計
画

を
進

め
る

会
の

発
足

（
R

元
 

計
画

策
定

）
 

足
摺

宇
和

海
国

立
公

園
足

摺
岬

エ
リア

利
用

計
画

を
進

め
る

会
の

発
足

（
R2

計
画

策
定

）
 

竜
串

の
観

光
を

考
え

る
会

発
足

（
R3

）
 

土
佐

清
水

市
ジ

オ
パ

ー
ク基

本
計

画
策

定
（

R4
）

 
土

佐
清

水
ジ

オ
パ

ー
ク再

認
定

（
R７

）

[成
果

] 
入

込
数

の
増

加
 

R2
:6

3
万

人
 

　→
R4

:6
6.

1
万

人
 

　→
R5

:6
8.

6
万

人
 

→
R6

:6
1.

6
万

人
 

→
R7

:6
5.

7
万

人
 

ジ
オ

ガ
イド

登
録

者
 

R2
:2

8
名

 
　→

R4
:2

7
名

 
→

R5
:2

8
名

 
→

R6
:3

5
名

 
→

R7
:3

4
名

 
ジ

オ
ツ

ア
ー

の
販

売
件

数
、　

　　
　　

　　
　　

販
売

額
 

R2
:2

3
件

、1
59

,6
00

円
 

→
R4

:3
4

件
、 

32
2,

20
0

円
 

　 
→

R5
:4

8
件

、 
　　

　　
　　

　 
36

4,
00

0
円

 
→

R6
:3

0
件

、 
　　

　　
　　

　 
68

,5
00

円
 

→
R7

:1
6

件
、 

　　
　　

　　
78

,5
00

円
 

 [課
題

] 
・誘

客
、宿

泊
の

促
進

 
・地

域
資

源
の

磨
き上

げ
 

・市
街

地
・竜

串
・足

摺
の

全
域

に
周

遊
を

促
す

体
制

づ
くり

 
 

環
境

整
備

 
■

土
佐

清
水

市
 

・足
摺

岬
展

望
台

改
修

計
画

の
検

討
 

・中
心

市
街

地
・竜

串
・足

摺
の

全
域

へ
の

周
遊

を
促

す
仕

組
み

の
検

討
・磨

き上
げ

 
■

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・情

報
提

供
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し 

 誘
客

の
促

進
・情

報
発

信
 

■
土

佐
清

水
市

 
・市

内
全

域
へ

の
周

遊
を

促
す

仕
組

み
の

検
討

・磨
き上

げ
 

・秋
冬

観
光

資
源

の
磨

き
上

げ
 

・イ
ンバ

ウン
ド観

光
誘

客
の

た
め

の
受

入
環

境
の

充
実

 
・ジ

ョン
万

トラ
ベ

ル
キ

ャン
ペ

ー
ン地

域
電

子
通

貨
M

ej
i-C

a
の

旅
行

支
援

事
業

 
■

(一
社

)土
佐

清
水

市
観

光
協

会
 

・周
遊

促
進

に
向

け
た

体
験

メニ
ュー

の
充

実
 

・H
P、

SN
S

を
活

用
した

情
報

発
信

の
強

化
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・産
振

アド
バ

イザ
ー

制
度

や
各

種
支

援
策

等
の

情
報

提
供

、関
係

機
関

へ
の

橋
渡

し 
 日

本
ジ

オ
パ

ー
ク

ネ
ット

ワ
ー

ク
再

認
定

 
■

土
佐

清
水

市
、(

一
社

)土
佐

清
水

ジ
オ

パ
ー

ク推
進

協
議

会
 

・情
報

発
信

、市
民

へ
の

普
及

啓
発

 
・ジ

オ
パ

ー
ク再

認
定

 
・ジ

オ
ガ

イド
の

育
成

及
び

ス
キ

ル
ア

ップ
、ジ

オ
ツア

ー
の

造
成

 
・受

入
態

勢
の

充
実

 
■

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
策

の
情

報
提

供
 

 
 

地
域

資
源

の
磨

き
上

げ
と誘

客
促

進

展
望

台
改

修
計

画
の

検
討

ジ
オ

パ
ー

ク
 

再
認

定
ジ

オ
ツ

ー
リズ

ム
の

推
進

周
遊

促
進
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地
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ラ
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野

観
光

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

25
 四

万
十

市
の

地
域

資
源

を
活

用
した

通
年

・滞
在

型
観

光
の

推
進

 
（

四
万

十
市

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
四

万
十

市
、(

一
社

)四
万

十
市

観
光

協
会

公
共

観
光

施
設

利
用

者
数

※
15

5,
65

4
人

 
（

R4
）

14
6,

64
4

人
14

6,
14

9
人

17
0,

00
0

人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

4
月

※
1

月
～

12
月

 

事
業

概
要

四
万

十
市

内
で

の
滞

在
期

間
を

延
ば

し、
宿

泊
を

促
す

「通
過

型
観

光
か

らの
脱

却
」と

閑
散

期
（

秋
・冬

）
に

も
誘

客
で

き
る

通
年

型
観

光
に

取
り組

む
こと

に
よ

り、
宿

泊
者

数
の

増
加

を
図

る
と

とも
に

、幡
多

地
域

全
体

で
連

携
して

誘
客

促
進

に
取

り組
み

、交
流

人
口

の
拡

大
を

図
る。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

地
域

資
源

を
生

か
し

た
体

験
型

観
光

の
推

進
・各

種
イベ

ント
等

の
開

催
 

四
万

十
川

花
紀

行
関

連
イベ

ント
、広

域
連

携
サ

イク
ル

イベ
ント

、 
しま

ん
とリ

バ
ー

ベ
キ

ュー
プ

ロジ
ェク

ト（
R2

～
R4

）
等

 
・地

域
資

源
磨

き
上

げ
の

た
め

の
環

境
整

備
 

四
万

十
ひ

ろ
ば

カヌ
ー

館
オ

ー
トキ

ャン
プ

場
の

整
備

（
R

元
）

 
→

 地
域

観
光

振
興

交
付

金
の

活
用

 
BB

Q
施

設
の

整
備

（
R3

）
 

→
　観

光
振

興
推

進
総

合
支

援
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 
い

や
しの

里
空

調
改

修
、ふ

る
さと

案
内

所
トイ

レ
改

修
（

R4
）

 
→

 地
方

創
生

臨
時

交
付

金
の

活
用

 
・移

動
手

段
の

確
保

（
H2

8～
）

 
予

土
線

で
の

サ
イク

ル
トレ

イン
四

万
十

号
の

運
行

 
四

万
十

川
バ

ス
、周

遊
観

光
バ

ス
しま

ん
と・

あ
しず

り号
等

の
運

行
 

四
万

十
川

バ
ス

通
年

運
行

（
R7

～
)

[成
果

] 
・四

万
十

市
へ

の
観

光
客

入
込

数
 

R2
：

10
0.

4
万

人
 

→
R4

：
10

4.
5

万
人

 
　→

R5
：

11
1.

0
万

人
 

　→
R6

：
11

2.
5

万
人

 
  [課

題
] 

・観
光

ニ
ー

ズ
多

様
化

へ
の

対
応

 
・自

然
体

験
型

観
光

の
推

進
 

・閑
散

期
対

策
 

・観
光

人
材

の
育

成
、確

保
 

 

自
然

体
験

型
観

光
の

推
進

 
■

(一
社

)四
万

十
市

観
光

協
会

、四
万

十
市

 
・各

種
誘

客
イベ

ント
等

の
企

画
、運

営
 

・二
次

交
通

との
連

携
等

に
よる

しま
ん

とリ
バ

ー
ベ

キ
ュー

の
取

組
強

化
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
提

案
 

・各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

 
周

遊
・滞

在
しや

す
い

環
境

の
整

備
 

■
(一

社
)四

万
十

市
観

光
協

会
、四

万
十

市
 

  
・既

存
拠

点
施

設
の

改
修

・拡
充

、W
i-F

i環
境

の
整

備
 

・二
次

交
通

の
充

実
 

・多
言

語
化

な
ど観

光
案

内
機

能
の

充
実

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供

 
 

 
観

光
推

進
体

制
の

強
化

 
  

・各
種

協
議

会
等

の
開

催
・運

営
 

四
万

十
市

観
光

振
興

連
絡

会
議

、西
土

佐
観

光
推

進
協

議
会

 
予

土
県

境
地

域
連

絡
協

議
会

 
・人

材
育

成
 

SN
S

活
用

講
座

の
開

催
（

R2
）

→
 産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

 

連
絡

協
議

会
等

に
よ

る
事

業
の

磨
き

上
げ

 
■

(一
社

)四
万

十
市

観
光

協
会

、四
万

十
市

 
・四

万
十

市
観

光
振

興
連

絡
会

議
、西

土
佐

観
光

推
進

協
議

会
の

開
催

 
・予

土
県

境
地

域
連

携
事

業
の

推
進

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
　・

各
協

議
会

へ
の

参
画

、各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

 
観

光
人

材
の

育
成

・情
報

発
信

の
強

化
 

■
(一

社
)四

万
十

市
観

光
協

会
、四

万
十

市
 

・観
光

人
材

の
発

掘
と育

成
 

・S
NS

等
に

よ
る

発
信

の
強

化
、一

元
的

な
情

報
発

信
の

促
進

 
・四

万
十

市
に

ゆ
か

りの
あ

る
著

名
人

や
団

体
等

に
よる

PR
・誘

致
活

動
の

実
施

 
・研

修
等

の
実

施
や

参
加

促
進

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・研

修
等

に
関

す
る

情
報

提
供

誘
客

促
進

観
光

案
内

機
能

の
充

実

観
光

大
使

等
の

協
力

に
よ

る
PR

協
議

会
等

に
よ

る
観

光
事

業
の

実
施

観
光

人
材

の
発

掘
・育

成

環
境

整
備

、二
次

交
通

の
充

実
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名

（
実
施
地
域
）

N
o.
26

大
月
町
の
地
域
資
源
を
活
用
した
観
光
振
興

（
大
月
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
大
月
町
観
光
協
会
、大
月
町
、町
内
事
業
者
・関
連
団
体

入
込
数

7.
9
万
人

（
R4
）

6.
9
万
人

8.
3
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

事
業
概
要

柏
島
や
町
内
各
所
キ
ャン
プ場
な
ど大
月
町
の
強
み
で
あ
る
自
然
・体
験
型
観
光
を
推
進
し、
食

や
花
、歴
史
文
化
や
景
観
も
観
光
資
源
とし
て
磨
き
上
げ
る
こと
に
よ
り、
年
間
通
して
誘
客
で
き
る

魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
くり
に
取
り組
む
。ま
た
、事
業
者
等
との
連
携
に
より
町
内
周
遊
観
光
の
促

進
を
図
る
とと
も
に
、周
辺
観
光
資
源
も
絡
め
た
広
域
的
な
周
遊
の
構
成
に
取
り組
み
、滞
在
交
流

人
口
の
増
大
と地
域
の
活
性
化
を目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

自
然
・体
験
滞
在
型
観

光
の
推
進
と
地
域
資
源

の
観
光
活
用

・竜
ヶ浜

キ
ャン
プ
場
の
整
備
（
H
23
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・観
光
ガ
イ
ド
会
の
設
立
（
H
29
）

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

・体
験
型
プ
ロ
グ
ラム
（
備
品
等
）
の
整
備
（
H
30
）

→
観
光
拠
点
補
助
金
の
活
用

・大
月
エ
コロ
ジ
ー
キ
ャン
プ
場
の
施
設
改
修
（
R2
.3
月
）

→
観
光
拠
点
補
助
金
の
活
用

・秋
の
自
然
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
（
R2
.9
～
11
月
）

→
国
立
・国
定
公
園
へ
の
誘
客
の
推
進
事
業
の
活
用

・防
災
関
係
体
験
事
業
（
R5
）

→
四
国
クリ
エイ
ト助
成
金
活
用

・樫
西
園
地
に
お
け
る
グ
ラン
ピン
グ
施
設
整
備
（
R5
）

→
デ
ジ
タル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
の
活
用

・観
光
と環
境
美
化
活
動
を
連
動
させ
た
事
業
（
R5
）

[成
果
]

・自
然
体
験
型
観
光
イ
ベ
ン

ト増
設
数

R5
：
6
件

R6
：
2
件

・入
込
数

H3
0：
5.
3
万
人

→
R4
：
7.
9
万
人

→
R5
：
7.
2
万
人

→
R6
：
6.
9
万
人

[課
題
]

・柏
島
へ
の
一
極
集
中
の
解

消 ・冬
の
閑
散
期
の
誘
客

・人
材
確
保

地
域
資
源
を
活
用
した
滞
在
型
観
光
の
推
進

■
大
月
町
観
光
協
会

・新
た
な
観
光
ス
ポ
ット
の
発
掘

・観
光
と環
境
美
化
活
動
を
連
動
させ
た
事
業
の
推
進

・自
然
環
境
を
生
か
した
体
験
型
観
光
の
推
進

・地
域
植
物
に
関
連
した
ワ
ー
クシ
ョッ
プ
や
ウォ
ー
キ
ング
ツア
ー
の
開
催

■
大
月
町

・樫
西
グ
ラン
ピン
グ
施
設
等
に
よ
る
滞
在
型
観
光
の
推
進

□
県
（
地
域
本
部
）

・支
援
策
等
の
情
報
提
供

誘
客
促
進
と周
遊
観
光

の
取
り組
み

・S
N
S
等
を
活
用
し
た
観
光
情
報
の
発
信
（
H
28
～
）

・観
光
客
の
属
性
や
消
費
額
等
の
デ
ー
タ
収
集
・分
析
（
R
元
）

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

・大
月
エ
コロ
ジ
ー
キ
ャン
プ
場
が
キ
ャプ
テ
ン
ス
タッ
グ
(株
)と
提
携

（
R2
～
）

・デ
ジ
タル
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
（
R4
）

・イ
ンバ
ウン
ド観
光
客
獲
得
に
向
け
た
案
内
ツー
ル
「M
AT
CH
A」
の
活
用

（
R5
～
）

・観
光
PR
・広
域
連
携
事
業
（
催
事
出
展
等
）
（
R5
）

・町
内
周
遊
促
進
ガ
イド
ア
プリ
「Q
R
お
お
つ
き
さん
ぽ
」完
成
、運
用
開
始

→
周
遊
促
進
・滞
在
延
長
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用
（
R7
）

誘
客
促
進
と周
遊
観
光
の
取
り組
み

■
大
月
町
観
光
協
会

・催
事
出
展
等
に
よ
る
PR
活
動

・イ
ンバ
ウン
ド観
光
客
へ
の
対
応
充
実
（
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ップ
）

・S
NS
等
を利
用
した
情
報
発
信

■
大
月
町

・柏
島
、樫
西
園
地
等
の
観
光
地
を
軸
とし
た
周
遊
観
光
推
進

□
県
（
地
域
本
部
）

・催
事
、研
修
会
等
の
情
報
提
供

・S
NS
等
を用
い
た
情
報
発
信

観
光
ス
ポ
ット
発
掘

催
事
出
展
等
に
よ
る
PR

案
内

ツ
ー
ル

ス
キ
ル

ア
ップ

SN
S
等
を
利
用
した
情
報
発
信

イ
ベ
ン
ト
開
催

環
境
美
化
イ
ベ
ン
ト等
の
開
催

自
然
・体
験
型
観
光
の
推
進

滞
在
型
観
光
の
推
進

観
光
地
を
軸
とし
た
周
遊
観
光
推
進
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幡

多
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

観
光

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

27
  

三
原

村
の

魅
力

を
い

か
した

滞
在

型
・体

験
型

観
光

の
推

進
 

（
三

原
村

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
三

原
村

、◎
(一

社
)三

原
村

集
落

活
動

セ
ン

ター
や

ま
び

こ、
三

原
村

商
工

会
観

光
客

入
込

数
1.

16
万

人
 

（
R4

）
1.

40
万

人
1.

46
万

人
２

万
人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

４
月

 

事
業

概
要

豊
か

な
自

然
環

境
の

も
と村

内
の

農
家

民
宿

・農
家

レ
ス

ト
ラン

や
濁

酒
特

区
の

取
り組

み
等

を
活

用
し

た
滞

在
型

・体
験

型
観

光
を

推
進

す
る

とと
も

に
、幡

多
地

域
全

体
で

連
携

し
て

誘
客

促
進

に
取

り組
み

、交
流

人
口

の
拡

大
を

図
る

。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

地
域

の
特

性
、資

源
を

活
用

し
た

滞
在

型
・体

験
型

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

造
成

・磨
き

上
げ

 
    

・観
光

プ
ログ

ラム
の

運
用

開
始

に
向

け
、体

験
モニ

ター
を

実
施

（
R2

）
 

・星
ヶ丘

公
園

（
ヒメ

ノボ
タン

の
里

）
交

流
棟

・遊
歩

道
の

整
備

（
R2

) 
・地

域
資

源
を

活
用

した
観

光
プロ

グ
ラム

の
造

成
（

R3
）

 
→

 観
光

ア
ドバ

イザ
ー

（
山

村
活

性
化

対
策

事
業

）
の

活
用

 
・体

験
メニ

ュー
（

ス
ロー

サ
イク

リン
グ

）
の

造
成

（
R4

～
）

 
→

 ア
ドバ

イザ
ー

（
農

村
RM

O
形

成
推

進
事

業
）

の
活

用
 

・星
ヶ丘

公
園

（
ヒメ

ノボ
タン

の
里

）
の

老
朽

化
し

た
橋

、遊
歩

道
等

の
整

備
（

R4
）

 
→

 博
覧

会
受

入
環

境
等

整
備

事
業

費
補

助
金

の
活

用

[成
果

] 
・観

光
客

入
込

数
 

R2
：

0.
83

万
人

 
　 

→
　R

4：
1.

16
万

人
 

→
　R

5：
1.

60
万

人
 

→
　R

6：
1.

40
万

人
 

→
　R

7：
1.

46
万

人
 

・体
験

プ
ログ

ラム
の

開
発

 
R

元
：

2
件

 
→

　R
3：

3
件

 
  

→
　R

5：
3

件
 

・研
修

等
を

通
じ

て
、地

域
観

光
ガ

イド
を育

成
 

地
域

観
光

ガ
イド

数
：

４
人

 
(R

5)
　 

ス
ロー

サ
イク

リン
グ

ガ
イド

 
数

：
３

人
(R

6)
 

　→
　９

人
(R

7)
 

 [課
題

] 
・体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
造

成
及

び
磨

き
上

げ
 

･主
要

催
事

の
マ

ン
ネ

リ化
の

解
消

 
・長

期
滞

在
の

促
進

、滞
在

時
間

延
長

な
ど経

済
波

及
効

果
を

高
め

る
仕

組
み

づ
くり

 
・観

光
の

担
い

手
不

足
 

・情
報

発
信

力
の

強
化

地
域

の
特

性
、資

源
を

活
用

し
た

滞
在

型
・体

験
型

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

造
成

・磨
き

上
げ

 
■

三
原

村
 

・新
た

な
滞

在
型

・体
験

型
プ

ログ
ラム

の
造

成
・磨

き
上

げ
 

■
(一

社
)三

原
村

集
落

活
動

セ
ンタ

ー
や

ま
び

こ 
・観

光
客

と体
験

プ
ログ

ラム
実

施
主

体
との

橋
渡

し 
・体

験
プロ

グ
ラム

（
ス

ロー
サ

イク
リン

グ
ツア

ー
）

の
実

証
及

び
運

用
開

始
 

・S
NS

等
を

通
じた

情
報

発
信

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・産

振
アド

バ
イザ

ー
制

度
等

の
活

用
提

案

 

 
誘

客
促

進
の

取
り組

み
 

    

・村
内

外
で

の
イベ

ント
で

誘
客

促
進

を
図

る
た

め
、三

原
村

の
PR

動
画

を作
成

（
R

元
）

 
・三

原
村

フォ
トコ

ンテ
ス

トの
開

催
（

R
元

～
）

 
・コ

ロナ
禍

に
お

け
る

カフ
ェ運

営
の

ノウ
ハ

ウを
習

得
（

R2
）

 
→

 コ
ロナ

対
策

アド
バ

イザ
ー

の
活

用
 

・星
ヶ丘

公
園

へ
の

「ポ
ケ

ふ
た

」設
置

(R
6)

 

誘
客

促
進

の
取

り組
み

 
■

三
原

村
 

・星
ヶ丘

公
園

（
ヒメ

ノボ
タン

の
里

）
の

維
持

・管
理

 
・誘

客
促

進
に

向
け

た
施

設
整

備
の

検
討

 
■

三
原

村
商

工
会

 
・四

万
十

か
い

どう
推

進
協

議
会

三
原

支
部

へ
の

支
援

 
・「

ヒメ
ノボ

タン
の

里
め

ぐり
」等

の
イベ

ント
運

営
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・各
種

イベ
ント

実
行

委
員

会
へ

の
参

画
に

よ
る

アド
バ

イス
、観

光
関

連
の

情
報

提
供

 
・産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
等

の
活

用
提

案
、各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

 
推

進
体

制
の

強
化

 
    

・F
ac

eb
oo

k「
三

原
村

星
ヶ丘

公
園

／
ヒメ

ノボ
タ

ン
の

里
」で

の
情

報
発

信
（

R2
～

）
 

・土
佐

の
観

光
創

生
塾

受
講

　1
名

（
R4

）
 

・草
花

ガ
イド

養
成

講
座

受
講

　４
名

（
R4

）
 

・ス
ロー

サ
イク

リン
グ

ガ
イド

研
修

会
開

催
、申

込
予

約
HP

作
成

（
R6

）
 

→
 農

村
RM

O
形

成
推

進
事

業
の

活
用

 
・村

HP
等

に
お

け
る

情
報

発
信

の
ノウ

ハ
ウ習

得
(R

7)
 

　→
　産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

推
進

体
制

の
強

化
 

■
三

原
村

 
・地

域
観

光
ガ

イド
の

掘
り起

こし
・育

成
 

・ア
ドバ

イザ
ー

等
を活

用
した

情
報

発
信

の
ス

キ
ル

アッ
プ 

・マ
ス

コミ
等

を通
じた

PR
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

等
の

活
用

提
案

、研
修

及
び

各
種

支
援

制
度

の
紹

介

滞
在

型
・体

験
型

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

 
造

成
・磨

き
上

げ

ス
ロ

ー
サ

イ
ク

リン
グ

の
実

証

ス
ロ

ー
サ

イ
ク

リン
グ

ツ
ア

ー
 

の
運

用
開

始

星
ヶ丘

公
園

の
維

持
・管

理

各
種

イ
ベ

ン
トの

開
催

地
域

観
光

ガ
イ

ド
の

掘
り起

こし

情
報

発
信

の
 

ス
キ

ル
ア

ップ

地
域

観
光

ガ
イ

ド
の

育
成

マ
ス

コミ
を

通
じた

PR
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
28

黒
潮
町
の
地
域
資
源
を
活
用
した
観
光
の
推
進

（
黒
潮
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(特
非
)N
PO
砂
浜
美
術
館
、◎
(一
社
)黒
潮
町
観
光
ネ
ット
ワ
ー
ク、
黒
潮
町

(1
)観
光
客
入
込
数

10
3.
5
万
人

（
R4
）

10
7.
8
万
人

11
0
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

(2
)町
内
の
延
べ
宿
泊
者
数

22
,8
03
人

（
R4
）

22
,8
41
人

25
,8
00
人

事
業
概
要

黒
潮
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
道
の
駅
、観
光
施
設
な
どを
活
用
した
体
験
型
観
光
の
推
進
、

教
育
旅
行
の
誘
致
に
加
え
て
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
の
受
入
れ
を強
化
す
る
こと
に
より
、交
流
人
口
の
拡

大
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

地
域
の
特
性
、資
源
を

活
用
し
た
体
験
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
造
成
・磨
き
上

げ

・ホ
エ
ー
ル
ウォ
ッチ
ン
グ
に
お
け
る
乗
船
者
の
安
全
確
保
の
た
め
の
施
設
・備
品
整

備
（
H2
9）
→
遊
漁
船
等
振
興
事
業
費
補
助
事
業
の
活
用

・外
国
人
旅
行
客
を
タ
ー
ゲ
ット
に
し
た
鰹
の
タタ
キ
づ
くり
体
験
メ
ニ
ュー
造
成

（
H2
9）
→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・M
IC
E
誘
致
に
向
け
た
モ
ニタ
ー
ツア
ー
の
実
施
（
R
元
）

・砂
浜
トレ
ー
ニン
グ
プ
ログ
ラム
の
作
成
（
R2
～
）

→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
モ
ニタ
ー
ツア
ー
の
実
施
（
R4
～
）

・イ
ンバ
ウン
ドを
対
象
に
した
防
災
ツー
リズ
ム
モニ
ター
ツア
ー
の
実
施
（
R5
）

・ア
ー
トツ
ー
リズ
ム
モ
ニタ
ー
ツア
ー
の
実
施
（
R5
）

・ダ
イブ
ス
ポ
ット
調
査
（
R5
）

・ウ
ェル
ネ
ス
ツー
リズ
ム
モ
ニタ
ー
ツア
ー
の
実
施
(R
6)

・入
野
松
原
に
お
け
る
松
葉
か
き・
門
松
づ
くり
モ
ニタ
ー
ツア
ー
の
実
施
(R
6)

・大
阪
経
済
大
学
との
包
括
連
携
協
定
を
締
結
(R
6)

・国
土
交
通
省
「N
IP
PO
N
防
災
資
産
(優
良
認
定
)」
に
認
定
(R
6)

・ス
ポ
ー
ツ庁
「ス
ポ
ー
ツ・
健
康
ま
ち
づ
くり
(優
良
自
治
体
)」
に
認
定
(R
6)

[成
果
]

・体
験
入
込
数

H3
0：
8,
45
6
人

→
R4
：
7,
61
0
人

→
R5
：
6,
73
5
人

→
R6
：
6,
43
4
人

・イ
ベ
ント
入
込
数

H3
0：
70
,5
75
人

→
R4
：
31
,6
58
人

→
R5
：
47
,8
68
人

→
R6
：
52
,4
98
人

・防
災
ツー
リズ
ム
入
込
数

R
元
：
17
3
人

→
R4
：
98
3
人

→
R5
：
1,
07
4
人

→
R6
：
1,
25
8
人

[課
題
]

・宿
泊
施
設
の
確
保

・ス
ポ
ー
ツ合
宿
参
加
者
の
移

動
の
利
便
性
向
上

・ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
受
入
環
境
の

整
備

・町
公
式
SN
S
等
に
よ
る
情

報
発
信
の
強
化

新
た
な
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
検
討

■
(特
非
)N
PO
砂
浜
美
術
館

・「
学
ぶ
観
光
」を
テ
ー
マ
に
した
学
習
プ
ロブ
ラム
の
作
成

（
ホ
エ
ー
ル
ウォ
ッチ
ング
、入
野
松
原
の
再
生
、漂
流
物
等
）

・ス
ポ
ー
ツ合
宿
と体
験
プ
ログ
ラム
を
組
み
合
わ
せ
た
周
遊
プラ
ンの
造
成

■
(一
社
)黒
潮
町
観
光
ネ
ット
ワ
ー
ク

・モ
ニタ
ー
ツア
ー
（
防
災
・ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
等
）
の
実
施

・イ
ンバ
ウン
ド受
入
強
化

・砂
浜
美
術
館
コン
テ
ンツ
の
見
え
る
化
整
備
（
二
次
元
コー
ド）

・大
学
と連
携
強
化
し、
ゼ
ミフ
ィー
ル
ドと
して
活
用
で
きる
仕
組
み
の
構
築

■
黒
潮
町

・ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
モ
デ
ル
プラ
ンの
作
成
、受
入
れ
の
促
進

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・観
光
関
連
施
策
の
情
報
提
供

モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア

ー
ー

誘
客
促
進
の
取
り組
み

・黒
潮
町
観
光
プ
ロモ
ー
シ
ョン
動
画
作
成
（
R
元
）

・Y
ou
Tu
be
チ
ャン
ネ
ル
「黒
潮
町
公
式
チ
ャン
ネ
ル
Ku
ro
sh
io
To
w
n」

開
設
（
R
元
）

・防
災
ツー
リズ
ム
・一
般
観
光
の
取
り組
み
強
化
（
R2
）

→
産
振
補
助
金
（
外
部
人
材
活
用
支
援
事
業
）
の
活
用

・黒
潮
町
観
光
公
式
サ
イト
・黒
潮
町
防
災
ツー
リズ
ム
サ
イト
の
開
設
（
R4
）

・役
場
内
に
情
報
発
信
担
当
の
地
域
お
こし
協
力
隊
を配
置
（
R4
～
R6
）

・観
光
ガ
イド
ブ
ック
の
リニ
ュー
アル
（
R5
）

・防
災
プ
ログ
ラム
パ
ンフ
レッ
ト（
日
/英
）
の
造
成
（
R5
）

・S
NS
に
お
け
る
情
報
発
信
へ
の
助
言
・指
導
（
R5
）

→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・黒
潮
町
観
光
公
式
サ
イト
・防
災
ツー
リズ
ム
サ
イト
英
語
版
対
応
（
R5
）

・黒
潮
町
観
光
公
式
サ
イト
・防
災
ツー
リズ
ム
サ
イト
多
言
語
対
応
（
R7
）

・持
続
可
能
な
観
光
の
国
際
認
証
(G
D
TO
P1
00
)取
得
（
R7
）

情
報
発
信
の
強
化

■
(特
非
)N
PO
砂
浜
美
術
館

・イ
ベ
ント
を通
じて
の
情
報
発
信
、各
種
広
報
活
動

■
(一
社
)黒
潮
町
観
光
ネ
ット
ワ
ー
ク

・黒
潮
町
観
光
サ
イト
の
利
用
者
分
析
及
び
広
報
内
容
の
充
実

・旅
行
会
社
へ
の
誘
致
活
動
強
化

■
黒
潮
町

・地
域
お
こし
協
力
隊
に
よ
る
SN
S
を
活
用
した
情
報
発
信
強
化

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・高
知
県
観
光
コン
ベ
ンシ
ョン
協
会
や
幡
多
広
域
観
光
協
議
会
との
連
携

モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー

ツ
ア
ー

本
格
実
施

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
成

受
入
開
始

県
認
定
シ
ェア
オ
フィ
ス
の
推
進
・

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
モ
ニ
タ
ー
受
入
れ

大
学
の
ゼ
ミフ
ィー
ル
ド受
入
れ

SN
S
を
活
用
した
情
報
発
信
の
強
化

黒
潮
町
観
光
公
式
サ
イ
ト
の
利
用
者
分
析
、

効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
強
化

観
光
地
域
づ
くり
の
推
進
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幡

多
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

その
他

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

29
  

集
落

活
動

セ
ン

タ
ー

や
ま

び
こに

よ
る

三
原

村
の

産
業

振
興

 
（

三
原

村
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

(一
社

)三
原

村
集

落
活

動
セ

ン
ター

や
ま

び
こ、

(農
)三

原
や

ま
び

こ
売

上
高

2,
14

8
万

円
 

（
R4

）
2,

03
0

万
円

1,
87

7
万

円
2,

40
0

万
円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H3
0.

４
月

 

事
業

概
要

特
産

品
の

開
発

及
び

販
売

、並
び

に
一

次
産

業
の

振
興

等
を

地
域

一
体

とな
って

総
合

的
に

進
め

る
こと

で
地

域
の

活
性

化
を図

る
。

 
な

取
り組

み
これ

ま
で

の
主

な
動

き
第

５
期

計
画

に
お

け
る

行
程

表
 

取
り組

み
の

内
容

主
な

成
果

・課
題

事
業

概
要

R6
R7

R8
R9

 
新

商
品

開
発

及
び

販
売

促
進

 
 

･付
加

価
値

向
上

に
向

け
、特

産
品

の
成

分
分

析
及

び
保

存
検

査
を

実
施

（
H3

0～
R2

）
 

・オ
ンラ

イン
シ

ョッ
プ「

しし
とう

家
族

商
店

」開
設

（
R2

）
 

・ふ
る

さと
納

税
プ

ロジ
ェク

トチ
ー

ム
会

の
発

足
（

R3
）

 
・E

C
サ

イト
の

運
用

に
関

す
る

ノウ
ハ

ウを
習

得
（

R3
）

 
→

 よ
ろ

ず
支

援
拠

点
アド

バ
イザ

ー
の

活
用

 
・酒

類
通

信
販

売
業

免
許

の
取

得
（

R3
）

 
 

[成
果

] 
・新

商
品

開
発

 
　R

2：
2

品
 

→
　R

5：
3

品
 

→
　R

6：
４

品
 

・取
引

件
数

 
H2

9：
0

件
 

→
　R

4：
9

件
 

→
　R

5：
9

件
 

→
　R

6：
16

件
 

・シ
シ

ト
ウ

売
上

高
(指

標
の

内
数

) 
R2

：
1,

18
0

万
円

　 
→

 R
4：

1,
66

7
万

円
 

→
 R

5：
1,

77
1

万
円

 
→

 R
6：

1,
52

4
万

円
 

→
 R

7：
1,

31
7

万
円

 
・特

別
栽

培
米

「水
源

の
しず

く」
　 

-売
上

高
(指

標
の

内
数

) 
　 

R2
：

13
2

万
円

 
→

 R
4：

15
6

万
円

 
→

 R
5：

24
5

万
円

 
→

 R
6：

26
1

万
円

 
→

 R
7：

28
3

万
円

 
-栽

培
面

積
、農

家
数

 
R5

：
21

8.
8a

、９
名

 
R6

：
23

6.
8a

、９
名

 
R7

：
19

6.
8a

、8
名

 
 [課

題
] 

・特
産

品
の

販
路

拡
大

 
・一

次
産

業
の

後
継

者
確

保

販
路

拡
大

 
■

(一
社

)三
原

村
集

落
活

動
セ

ンタ
ー

や
ま

び
こ 

・県
内

外
の

商
談

会
・イ

ベ
ント

へ
の

出
展

に
よ

る
飲

食
店

・小
売

店
等

へ
の

販
路

開
拓

 
・ネ

ット
販

売
や

ふ
る

さと
納

税
の

取
組

強
化

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・イ

ベ
ント

･商
談

会
等

の
情

報
提

供
、関

係
者

へ
の

橋
渡

し 
特

産
品

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョン
活

動
 

■
(一

社
)三

原
村

集
落

活
動

セ
ンタ

ー
や

ま
び

こ 
・P

R
素

材
作

成
、商

談
会

、イ
ベ

ント
等

へ
の

出
展

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・高

知
県

地
産

外
商

公
社

等
へ

の
橋

渡
し支

援
 

新
商

品
開

発
 

■
(一

社
)三

原
村

集
落

活
動

セ
ンタ

ー
や

ま
び

こ 
・コ

ンセ
プ

トづ
くり

、試
作

品
づ

くり
、市

場
調

査
（

消
費

者
の

意
見

集
約

）
 

・製
造

方
法

等
の

検
討

、商
品

改
良

、商
品

化
の

実
現

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・新

商
品

開
発

に
向

け
た

産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

等
の

活
用

提
案

 
・各

種
支

援
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供

 

 
一

次
産

業
の

振
興

 
 

･情
報

発
信

及
び

付
加

価
値

向
上

に
向

け
、米

・食
味

分
析

鑑
定

コン
クー

ル
及

び
お

米
日

本
一

コン
テ

ス
トに

出
品

（
R

元
～

R6
）

 
・お

米
の

販
路

拡
大

に
向

け
五

ツ星
お

米
マイ

ス
ター

を
招

へ
い

（
R3

）
 

→
 山

村
活

性
化

対
策

事
業

の
活

用
 

・ブ
ラン

ド米
の

販
路

拡
大

に
向

け
た

山
形

県
の

先
進

地
視

察
（

R4
）

 
→

 農
村

RM
O

形
成

推
進

事
業

の
活

用
 

・ブ
ラン

ド米
の

販
路

拡
大

に
向

け
た

香
川

県
の

先
進

地
視

察
（

R5
）

 
→

 農
村

RM
O

形
成

推
進

事
業

の
活

用
 

・ブ
ラン

ド米
の

精
米

・選
別

作
業

に
お

け
る

精
米

ライ
ン導

入
（

R6
）

 
→

 農
村

RM
O

形
成

推
進

事
業

の
活

用
 

米
の

ブ
ラ

ン
ド

化
 

■
(一

社
)三

原
村

集
落

活
動

セ
ンタ

ー
や

ま
び

こ 
・土

壌
調

査
の

実
施

に
よ

る
土

壌
改

良
 

・効
率

化
・省

力
化

に
向

け
た

村
・関

係
機

関
等

との
設

備
導

入
等

の
検

討
 

□
県

（
幡

多
農

業
振

興
セ

ンタ
ー

・地
域

本
部

等
）

 
・ブ

ラン
ド米

栽
培

に
関

す
る

技
術

指
導

・情
報

提
供

 
・そ

の
他

各
種

支
援

制
度

の
紹

介
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し 

しし
とう

の
栽

培
・出

荷
 

■
(農

)三
原

や
ま

び
こ 

・地
域

住
民

の
生

き
が

い
づ

くり
の

一
環

とし
て

JA
高

知
県

へ
の

しし
とう

の
安

定
出

荷
 

・後
継

者
確

保
・育

成
 

□
県

（
幡

多
農

業
振

興
セ

ンタ
ー

等
）

 
・し

しと
う栽

培
に

関
す

る
技

術
指

導
・情

報
提

供

イ
ベ

ン
ト・

商
談

会
へ

の
出

展

新
商

品
開

発特
産

品
の

 
プ

ロ
モ

ー
シ

ョン
活

動

ブ
ラ

ン
ド

米
栽

培
田

の
 

土
壌

改
良

設
備

導
入

 
等

の
検

討

しし
とう

の
栽

培
・出

荷

市
場

 
調

査
販

売

PR
素

材
の

作
成

設
備

導
入

に
よ

る
 

効
率

化
・省

力
化

【用
語

】　
・特

別
栽

培
米

：
そ

の
米

が
生

産
さ

れ
た

地
域

の
慣

行
レ

ベ
ル

（
各

地
域

の
慣

行
的

に
行

わ
れ

て
い

る
節

減
対

象
農

薬
及

び
化

学
肥

料
の

使
用

状
況

）
に

比
べ

て
、節

減
対

象
農

薬
の

使
用

回
数

が
50

％
以

下
、化

学
肥

料
の

窒
素

成
分

量
が

50
％

以
下

で
栽

培
さ

れ
た

米
。　
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